
ド
イ
ツ
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留
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Ｏ
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位
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足
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判
権
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信
夫
）

一
五
三

一
．
刑
事
裁
判
権
問
題
の
本
質

ド
イ
ツ
と
刑
事
裁
判
権

日
本
に
駐
留
す
る
米
軍
兵
士
等
が
日
本
で
罪
を
お
か
し
た
場
合
、

そ
の
裁
判
権
は
日
米
ど
ち
ら
に
あ
る
の
か
。
こ
の
問
題
は
、
刑
事

裁
判
権
を
定
め
た
日
米
行
政
協
定
第
一
七
条
が
一
九
五
三
年
に
改

正
さ
れ
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
（
北
大
西
洋
条
約
当
事
国
間
の

軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
）
並
み
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
一

応
の
解
決
を
み
た
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
（
改
正
行
政
協
定
第

一
七
条
）
に
よ
れ
ば
、
被
害
が
派
遣
国
（
ア
メ
リ
カ
）
の
み
に
及

ぶ
犯
罪
、
お
よ
び
、
公
務
執
行
に
よ
る
犯
罪
を
除
き
、
そ
の
他
の

犯
罪
に
つ
い
て
は
、
受
入
国
（
日
本
）
が
刑
事
裁
判
権
を
有
す
る

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
九
六
〇
年
に
日
米
安
保
条
約

が
改
正
さ
れ
、
行
政
協
定
は
日
米
地
位
協
定
と
改
称
さ
れ
る
。
同

第
一
七
条
は
そ
の
ま
ま
地
位
協
定
に
引
き
継
が
れ
た
。

一
九
五
五
年
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
加
盟
し
た
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

（
以
下
、
ド
イ
ツ
と
称
す
）
の
場
合
、
ド
イ
ツ
駐
留
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍

地
位
補
足
協
定
（
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
駐
留
す
る
外
国
軍
隊
に

関
し
て
北
大
西
洋
条
約
当
事
国
間
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定

を
補
足
す
る
協
定
）
を
一
九
五
九
年
に
締
結
し
た
（
１
）
。
ド
イ
ツ
駐
留

ド
イ
ツ
駐
留
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
補
足
協
定
と
刑
事
裁
判
権

信
　
　
夫
　
　
隆
　
　
司

研
究
ノ
ー
ト

（
九
〇
七
）
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一
五
四

で
あ
る
日
本
に
と
っ
て
、
刑
事
裁
判
権
と
は
い
か
な
る
も
の
か
、

そ
の
改
定
を
い
か
に
す
べ
き
か
を
考
え
る
う
え
で
、
重
要
な
示
唆

を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た

ド
イ
ツ
補
足
協
定
の
交
渉
過
程
に
焦
点
を
絞
る
（
２
）
。
こ
れ
に
よ
り
、

当
事
国
間
、
と
り
わ
け
、
ド
イ
ツ
と
ア
メ
リ
カ
の
主
権
を
め
ぐ
る

相
克
を
描
き
出
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
分
析
の
対
象
は
ふ
た
つ

あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
刑
事
裁
判
権
は
派
遣
国
あ
る
い
は
受
入
国
の

い
ず
れ
に
あ
る
の
か
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ド
イ
ツ
が
、
ど
の

程
度
裁
判
権
を
放
棄
す
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、

派
遣
国
が
公
務
執
行
に
よ
る
犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
公
務

証
明
書
を
発
給
し
た
場
合
、
そ
の
証
明
書
の
効
力
如
何
で
あ
る
。

最
終
的
な
決
定
権
が
派
遣
国
あ
る
い
は
受
入
国
の
い
ず
れ
に
あ
る

の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
刑
事
裁
判
権
問
題
の
本
質
に

か
か
わ
る
。

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
は
、
一
九
五
一
年
六
月
、
ロ
ン
ド
ン
で

署
名
さ
れ
、
一
九
五
三
年
八
月
に
発
効
し
た
。
同
協
定
は
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
に
駐
留
す
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
の
地
位
を
定
め
た
基
本

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
補
足
協
定
（
以
下
、
ド
イ
ツ
補
足
協
定
と
称

す
）
と
改
正
さ
れ
た
行
政
協
定
第
一
七
条
を
比
較
す
る
と
、
ド
イ

ツ
補
足
協
定
の
場
合
、
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
不
利
と
思
わ
れ
る
条
項

が
含
ま
れ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
は
全
面
的
な
刑
事
裁
判
権
放
棄
を
受
け
入
れ
て
い
る
か

ら
だ
。
こ
れ
だ
け
を
み
る
と
、
ド
イ
ツ
は
、
同
協
定
の
交
渉
で
、

派
遣
国
側
の
要
求
に
屈
し
た
と
も
受
け
取
れ
る
。
さ
ら
に
、
同
協

定
が
成
立
し
な
け
れ
ば
、
派
遣
国
側
は
引
き
続
き
専
属
的
裁
判
権

を
行
使
で
き
た
。
こ
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
う
し
た
見

方
に
は
い
っ
そ
う
説
得
力
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
補
足
協
定
の
交
渉
過
程
を
分
析
す
る

と
、
こ
う
し
た
見
方
を
覆
す
事
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
ド

イ
ツ
は
、
派
遣
国
側
、
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
と
対
等
に
渡
り
合
っ

た
結
果
、
ド
イ
ツ
補
足
協
定
で
は
刑
事
裁
判
権
を
あ
る
程
度
確
保

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
あ
る
程
度
と
は
、

刑
事
裁
判
権
の
最
終
的
な
決
定
権
を
ド
イ
ツ
側
は
確
保
し
た
と
の

意
味
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
同
協
定
に
ド
イ
ツ
が
一
〇
〇
％
満
足

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
ド
イ
ツ
議
会
お
よ
び
国

民
を
納
得
さ
せ
る
だ
け
の
成
果
を
挙
げ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
ド
イ
ツ
の
交
渉
戦
略
な
ら
び
に
そ
の
結
果
は
、
同
じ
敗
戦
国

（
九
〇
八
）
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一
五
五

解
決
法
を
規
定
し
て
い
る
。

第
三
項
⒜
は
、
派
遣
国
の
軍
当
局
が
、
受
入
国
に
優
先
し
て
裁

判
権
を
行
使
で
き
る
（
こ
れ
を
第
一
次
裁
判
権
と
い
う
）
場
合
を

規
定
し
て
い
る
。
以
下
の
⒤
ⅱ
の
ふ
た
つ
で
あ
る
。

⒤
　
派
遣
国
の
財
産
も
し
く
は
安
全
の
み
に
対
す
る
犯
罪
、
そ

れ
に
、
派
遣
国
の
構
成
員
等
間
の
身
体
ま
た
は
財
産
の
み
に
対
す

る
犯
罪
。

前
者
は
、
派
遣
国
の
兵
士
が
派
遣
国
の
管
理
下
に
あ
る
物
品
を

窃
取
し
た
場
合
、
後
者
は
、
兵
士
同
士
の
喧
嘩
で
、
相
手
に
ケ
ガ

を
負
わ
せ
た
よ
う
な
場
合
が
典
型
的
な
例
と
な
る
。

ⅱ
　
公
務
執
行
中
の
作
為
又
は
不
作
為
か
ら
生
ず
る
犯
罪
。

第
三
項
⒝
に
は
、
以
上
を
除
き
、
そ
の
他
す
べ
て
の
犯
罪
で
、

受
入
国
側
が
第
一
次
裁
判
権
を
有
す
る
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

受
入
国
側
に
広
範
な
裁
判
権
を
認
め
る
の
が
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位

協
定
の
原
則
な
の
で
あ
る
。

第
三
項
⒞
に
は
、
裁
判
権
放
棄
に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
い

る
。
第
二
次
裁
判
権
を
有
す
る
国
が
、
第
一
次
裁
判
権
を
有
す
る

国
に
裁
判
権
の
放
棄
を
要
請
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
放
棄
の
要

請
は
、
第
一
次
裁
判
権
の
放
棄
が
特
に
重
要
で
あ
る
と
第
二
次
裁

判
権
を
有
す
る
国
が
判
断
す
る
場
合
に
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
の
要

条
約
で
あ
る
。
同
協
定
で
は
、
加
盟
国
は
派
遣
国
に
も
受
入
国
に

も
な
り
う
る
。
ま
ず
、
こ
の
協
定
が
刑
事
裁
判
権
を
ど
の
よ
う
に

規
定
し
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

同
協
定
第
七
条
第
一
項
⒜
に
よ
る
と
、
派
遣
国
軍
隊
の
構
成
員
、

軍
属
、
お
よ
び
、
そ
れ
ら
の
家
族
が
受
入
国
で
罪
を
お
か
し
た
場

合
、
軍
隊
派
遣
国
に
刑
事
裁
判
権
を
行
使
す
る
権
利
が
与
え
ら
れ

て
い
る
。
同
時
に
、
同
項
⒝
に
よ
っ
て
、
受
入
国
も
裁
判
権
を
有

す
る
。
し
た
が
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
犯
罪
で
は
、
派
遣
国
お
よ
び

受
入
国
の
双
方
に
、
裁
判
権
が
与
え
ら
れ
る
。

第
七
条
第
二
項
⒜
は
、
派
遣
国
の
法
律
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
る

も
の
の
、
受
入
国
の
法
律
に
よ
っ
て
は
罰
せ
ら
れ
な
い
犯
罪
の
場

合
、
派
遣
国
が
専
属
的
裁
判
権
を
有
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
逆

に
、
同
項
⒝
は
、
派
遣
国
の
法
律
に
よ
っ
て
は
罰
せ
ら
れ
な
い
も

の
の
、
受
入
国
の
法
律
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
受
入

国
が
専
属
的
裁
判
権
を
有
す
る
。
そ
の
典
型
的
な
例
に
、
派
遣
国

あ
る
い
は
受
入
国
に
対
す
る
反
逆
の
罪
が
あ
る
。
派
遣
国
へ
の
反

逆
の
罪
は
、
受
入
国
の
法
律
で
は
罰
せ
ら
れ
な
い
。
逆
も
ま
た
同

様
で
あ
る
。

第
七
条
第
三
項
は
、
第
一
項
の
裁
判
権
が
競
合
す
る
場
合
、
派

遣
国
あ
る
い
は
受
入
国
の
い
ず
れ
に
裁
判
権
が
あ
る
の
か
、
そ
の

（
九
〇
九
）
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一
五
六

る
。ボ

ン
会
議
に
参
加
し
た
の
は
、
受
入
国
と
し
て
ド
イ
ツ
、
派
遣

国
と
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
カ
ナ
ダ
、

ベ
ル
ギ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ラ
ン
ダ
で
あ
る
。
受
入
国
・
派
遣

国
合
わ
せ
て
八
ヶ
国
と
な
る
。
そ
の
う
ち
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
ド

イ
ツ
国
内
か
ら
デ
ン
マ
ー
ク
軍
が
撤
退
し
た
後
の
一
九
五
八
年
四

月
に
交
渉
か
ら
手
を
引
い
て
い
る
（
４
）
。
ボ
ン
会
議
が
開
催
さ
れ
た
当

時
、
ド
イ
ツ
に
駐
留
す
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
の
内
訳
は
、
ア
メ
リ
カ

三
〇
万
人
、
イ
ギ
リ
ス
一
〇
万
四
〇
〇
〇
人
、
フ
ラ
ン
ス
六
万

六
〇
〇
〇
人
、
ベ
ル
ギ
ー
四
万
七
〇
〇
〇
人
、
オ
ラ
ン
ダ
一
万
人
、

カ
ナ
ダ
九
八
〇
〇
人
、
そ
れ
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
若
干
名
で
あ
っ

た
（
５
）
。ボ

ン
会
議
の
議
長
を
務
め
た
の
は
、
Ｍ
・
ケ
ッ
ケ
ン
ベ
ー
ク

（M
. K

aeckenbeeck

）
博
士
で
あ
る
。
同
氏
は
、
ベ
ル
ギ
ー
国

籍
で
、
著
名
な
国
際
法
学
者
と
し
て
、
参
加
国
の
全
会
一
致
で
議

長
に
選
出
さ
れ
た
（
６
）
。
ボ
ン
会
議
に
お
け
る
主
要
な
意
思
決
定
機
関

は
、
運
営
委
員
会
（S

teering C
om

m
ittee

）
で
あ
っ
た
。
本
稿

で
も
、
こ
の
運
営
委
員
会
に
お
け
る
議
論
を
中
心
に
、
そ
の
下
部

組
織
で
あ
る
法
律
委
員
会
お
よ
び
作
業
班
を
含
め
、
刑
事
裁
判
権

を
め
ぐ
る
協
議
の
様
子
を
跡
付
け
た
い
。

請
に
対
し
、
第
一
次
裁
判
権
を
有
す
る
国
は
、
好
意
的
考
慮
を
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
件
ご
と
に
個
別
に
要
請
す
る
場
合
が

想
定
さ
れ
て
い
る
。

ボ
ン
会
議

ド
イ
ツ
補
足
協
定
を
交
渉
す
る
た
め
の
ド
イ
ツ
駐
留
軍
地
位
会

議
は
、
一
九
五
五
年
一
〇
月
、
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
で
始
ま
っ
た
（
３
）
。
こ

の
ボ
ン
会
議
は
、
一
九
五
七
年
四
月
ま
で
お
こ
な
わ
れ
、
中
止
に

い
た
る
。
そ
の
後
は
、
ド
イ
ツ
側
の
要
請
に
よ
り
、
大
使
級
会
議

が
お
こ
な
わ
れ
た
。
ボ
ン
会
議
が
中
止
に
い
た
っ
た
理
由
は
、
こ

の
会
議
体
で
は
、
各
国
の
代
表
は
本
国
か
ら
の
訓
令
に
縛
ら
れ
、

自
由
な
議
論
が
お
こ
な
え
ず
、
ド
イ
ツ
の
状
況
を
理
解
し
て
も
ら

え
な
い
、
と
ド
イ
ツ
側
が
同
会
議
に
不
満
を
い
だ
い
た
た
め
で
あ

る
。
こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
一
九
五
九
年
八
月
、
ド
イ
ツ
補

足
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
の
協
定
が
発
効
す
る
の
は
、

一
九
六
三
年
七
月
で
あ
る
。
同
協
定
は
、
交
渉
開
始
か
ら
四
年
を

経
て
交
渉
が
ま
と
ま
る
も
の
の
、
発
効
ま
で
に
さ
ら
に
四
年
を
要

し
た
。
た
だ
し
、
刑
事
裁
判
権
に
関
し
て
は
、
一
九
五
七
年
四
月

ま
で
の
ボ
ン
会
議
で
ほ
ぼ
そ
の
内
容
が
固
ま
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

本
稿
で
は
、
ボ
ン
会
議
に
お
け
る
交
渉
過
程
を
分
析
の
対
象
と
す

（
九
一
〇
）
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一
五
七

要
な
規
定
に
よ
っ
て
補
足
し
た
一
九
五
一
年
六
月
一
九
日
に
ロ
ン

ド
ン
で
署
名
さ
れ
た
北
大
西
洋
条
約
の
当
事
国
の
軍
隊
の
地
位
に

関
す
る
こ
れ
ら
の
国
の
間
の
協
定
を
基
礎
と
す
る
。」
と
あ
る
（
８
）
。

こ
の
よ
う
に
、
軍
隊
条
約
は
、
新
取
極
の
効
力
発
生
ま
で
、
引

き
続
き
効
力
を
有
す
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
軍
隊

条
約
に
お
け
る
刑
事
裁
判
権
の
規
定
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
同
条
約
第
六
条
第
一
項
に
、「
軍
隊
当
局
が
軍
隊
構
成

員
に
対
す
る
専
属
的
刑
事
裁
判
権
を
行
使
す
る
。」
と
あ
る
（
９
）
。

こ
の
派
遣
国
の
専
属
的
裁
判
権
、「
連
邦
共
和
国
に
駐
留
す
る

軍
隊
に
関
し
て
存
在
す
る
特
別
の
状
況
」、
さ
ら
に
は
、
ド
イ
ツ

補
足
協
定
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
を
基
礎
と
す
る
と
い
う
三
つ

の
要
件
を
い
か
に
調
整
す
る
か
が
、
ド
イ
ツ
に
駐
留
す
る
軍
隊
の

刑
事
裁
判
権
問
題
を
解
決
す
る
核
心
を
な
す
こ
と
と
な
っ
た
。

ド
イ
ツ
補
足
協
定

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
と
ド
イ
ツ
補
足
協
定
と
は
ど
の
よ
う
な

違
い
が
あ
る
の
か
を
中
心
に
、
ド
イ
ツ
補
足
協
定
第
一
八
条
お
よ

び
第
一
九
条
の
問
題
点
を
把
握
し
て
お
き
た
い
（
10
）
。

ま
ず
、
ド
イ
ツ
補
足
協
定
第
一
九
条
の
刑
事
裁
判
権
条
項
で
あ

る
。
第
一
項
は
、
派
遣
国
の
要
請
に
基
づ
き
、
ド
イ
ツ
は

ま
ず
、
ボ
ン
会
議
は
な
ぜ
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
そ

の
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。
ド
イ
ツ
が
主
権
を
回
復
す
る

の
は
、
一
九
五
五
年
五
月
五
日
で
あ
る
。
そ
の
前
年
の
一
九
五
四

年
一
〇
月
、
ド
イ
ツ
を
占
領
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・

フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
四
ヶ
国
が
パ
リ
で
会
議
を
開
き
、
占
領
終

了
に
と
も
な
う
ド
イ
ツ
の
主
権
回
復
、
再
軍
備
、
そ
れ
に
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
へ
の
加
盟
を
承
認
す
る
パ
リ
諸
条
約
を
締
結
し
た
。
こ

の
な
か
に
、「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
お
け
る
占
領
制
度
の
終
了

に
関
す
る
議
定
書
」
が
あ
る
。
同
議
定
書
に
よ
り
、
一
九
五
二
年

五
月
に
署
名
さ
れ
た
「
三
国
と
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
と
の
関
係
に

関
す
る
条
約
」（
以
下
、
ド
イ
ツ
条
約
と
称
す
）、「
ド
イ
ツ
連
邦

共
和
国
に
あ
る
外
国
軍
隊
及
び
そ
の
構
成
員
の
権
利
及
び
義
務
に

関
す
る
条
約
」（
以
下
、
軍
隊
条
約
と
称
す
）、「
財
政
条
約
」、

「
戦
争
及
び
占
領
か
ら
生
ず
る
問
題
の
解
決
に
関
す
る
条
約
」
が

修
正
さ
れ
、
同
議
定
書
と
同
時
に
発
効
す
る
旨
が
規
定
さ
れ
た
（
７
）
。

ド
イ
ツ
条
約
修
正
第
八
条
で
、
軍
隊
条
約
は
、「
三
国
の
軍
隊

及
び
連
邦
共
和
国
の
領
域
内
に
軍
隊
を
有
す
る
他
の
国
の
権
利
及

び
義
務
を
掲
げ
る
新
取
極
の
効
力
発
生
の
時
ま
で
引
き
続
き
効
力

を
有
す
る
。」
と
さ
れ
た
。
ま
た
、「
新
取
極
は
、
連
邦
共
和
国
に

駐
留
す
る
軍
隊
に
関
し
て
存
在
す
る
特
別
の
状
況
に
か
ん
が
み
必

（
九
一
一
）
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正
当
化
で
き
な
い
と
い
う
の
が
ド
イ
ツ
側
の
主
張
で
あ
っ
た
。
も

う
ひ
と
つ
は
、
つ
ぎ
の
第
三
項
の
裁
判
権
放
棄
の
撤
回
と
密
接
に

関
連
す
る
。
つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
側
が
裁
判
権
放
棄
を
撤
回
し
よ
う

と
す
る
場
合
、
派
遣
国
側
か
ら
犯
罪
に
関
す
る
通
告
が
あ
っ
て
は

じ
め
て
、
裁
判
権
放
棄
の
撤
回
権
を
行
使
で
き
る
。

第
三
項
は
、
ド
イ
ツ
側
が
裁
判
権
放
棄
を
撤
回
で
き
る
旨
を
規

定
し
て
い
る
。
第
一
項
で
ド
イ
ツ
側
が
全
面
的
な
裁
判
権
の
放
棄

を
受
け
入
れ
た
。
第
三
項
で
は
、
一
定
の
場
合
、
ド
イ
ツ
側
は
裁

判
権
の
放
棄
の
撤
回
、
つ
ま
り
、
裁
判
権
を
取
り
戻
せ
る
と
記
さ

れ
て
い
る
。
第
一
項
と
第
三
項
は
、
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
。

ド
イ
ツ
側
に
と
っ
て
、
全
面
的
な
裁
判
権
放
棄
の
見
返
り
に
、
裁

判
権
を
取
り
戻
せ
る
規
定
を
置
く
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
項
の
要
点
は
ふ
た
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
い
か
な
る
場
合

に
、
ド
イ
ツ
側
が
裁
判
権
放
棄
の
撤
回
を
要
請
で
き
る
の
か
で
あ

る
。
同
項
に
よ
れ
ば
、「
ド
イ
ツ
司
法
の
重
大
な
利
益
に
と
っ
て

不
可
欠
」
な
場
合
と
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
場
合

な
の
か
が
問
題
と
な
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
撤
回
の
要
請
は
い
つ

ま
で
で
き
る
の
か
で
あ
る
。
同
項
で
は
、
基
本
的
に
、「
第
二
項

に
定
め
る
通
告
の
受
理
後
二
一
日
以
内
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
ド
イ
ツ
側
は
、
裁
判
権
放
棄
を
い
つ
ま
で
も
撤
回
で
き

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
で
認
め
ら
れ
た
第
一
次
裁
判
権
を
放
棄
す

る
と
あ
る
。
ド
イ
ツ
側
が
か
ら
み
る
と
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定

の
原
則
か
ら
大
幅
な
後
退
を
意
味
す
る
。
い
わ
ゆ
る
「
全
面
的
な

刑
事
裁
判
権
放
棄
」
が
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。「
全
面
的
」

と
は
、
前
述
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
第
七
条
第
三
項
⒞
が
規
定

す
る
個
別
の
裁
判
権
放
棄
の
要
請
と
は
異
な
る
も
の
で
、
裁
判
権

を
す
べ
て
放
棄
す
る
と
の
意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
は
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
第
七
条
第
三
項
⒝
が
規
定
す
る
第
一
次
裁

判
権
を
す
べ
て
放
棄
し
た
。
ド
イ
ツ
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
案
を
の

ん
だ
の
か
と
の
疑
問
が
生
ず
る
。
ま
た
、「
派
遣
国
の
要
請
」
と

あ
る
の
は
、
ド
イ
ツ
側
に
よ
る
第
一
次
裁
判
権
の
放
棄
が
必
要
で

あ
る
と
、
派
遣
国
す
べ
て
が
と
ら
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た

か
ら
だ
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
第
七
条
と
同
じ
内
容
で
も
よ
い

と
す
る
派
遣
国
も
あ
っ
た
。

第
二
項
は
、
裁
判
権
放
棄
に
該
当
す
る
個
別
の
事
件
を
、
派
遣

国
の
軍
当
局
が
ド
イ
ツ
当
局
に
通
告
す
る
と
の
規
定
で
あ
る
。
本

項
は
、
ド
イ
ツ
側
の
要
請
で
挿
入
さ
れ
た
。
そ
の
意
味
は
ふ
た
つ

あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
通
告
が
な
い
と
、
裁
判
権
放
棄
が
適
用
さ
れ

る
犯
罪
の
情
報
が
ド
イ
ツ
側
に
提
供
さ
れ
な
い
と
の
問
題
が
あ
っ

た
か
ら
だ
。
こ
れ
で
は
、
ド
イ
ツ
議
会
で
刑
事
裁
判
権
の
放
棄
を

（
九
一
二
）
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有
す
る
。
同
協
定
に
は
、
そ
れ
以
上
詳
し
い
規
定
は
置
か
れ
て
い

な
い
。
第
一
八
条
も
第
一
九
条
同
様
、
最
終
的
な
決
定
権
が
ド
イ

ツ
側
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
派
遣
国
側
に
あ
る
の
か
の
問
題
で

あ
る
。
た
だ
、
第
一
八
条
の
場
合
、
問
題
点
は
よ
り
わ
か
り
や
す

い
。
要
は
、
公
務
の
執
行
に
よ
る
作
為
あ
る
い
は
不
作
為
に
よ
っ

て
犯
罪
が
生
じ
た
と
さ
れ
、
軍
が
公
務
証
明
書
を
発
給
し
た
場
合
、

そ
の
証
明
書
は
最
終
的
な
も
の
で
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
を
拘
束
す

る
の
か
で
あ
る
。

第
一
八
条
第
一
項
に
よ
れ
ば
、
派
遣
国
軍
兵
士
等
の
犯
行
が
、

公
務
執
行
中
の
作
為
又
は
不
作
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
か
を
決
定

す
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
そ
の
決
定
は
、
当
該
派
遣
国
の
法
律
に

従
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
と
あ
る
。
原
則
と
し
て
、
公
務
執
行
中
で

あ
る
か
否
か
の
決
定
権
は
派
遣
国
側
に
あ
る
。
そ
の
場
合
、
派
遣

国
の
最
高
当
局
は
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
に
、
こ
の
件
に
つ
い
て
の

証
明
書
を
提
出
で
き
る
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
八
条
第
二
項
で
は
、
公
務
証
明
書
が
発
給
さ
れ
た
場
合
、

ド
イ
ツ
の
裁
判
所
は
、
そ
の
証
明
書
に
基
づ
い
て
決
定
す
る
と
あ

る
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
が
、
公
務
証
明
書
に
納
得
が
い

か
な
い
場
合
、
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
項
に
、「
同
証
明

書
は
、
例
外
的
な
場
合
に
は
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
又
は
当
局
の
要

る
わ
け
で
は
な
い
。
二
一
日
と
い
う
時
間
的
制
約
が
あ
る
。

ド
イ
ツ
側
が
裁
判
権
放
棄
を
撤
回
し
た
場
合
、
す
べ
て
そ
の
と

お
り
に
撤
回
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
と
派
遣

国
の
当
局
と
の
間
で
、
撤
回
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
る
。
協
議
が
整

い
、
い
ず
れ
に
裁
判
権
が
あ
る
の
か
が
決
ま
れ
ば
、
裁
判
権
の
問

題
は
解
決
す
る
。
問
題
は
協
議
が
整
わ
な
い
場
合
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
が
第
四
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
当
該
派
遣
国
の
外
交
使
節

は
ド
イ
ツ
政
府
に
対
し
異
議
の
申
し
立
て
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
、

「
連
邦
政
府
は
、
ド
イ
ツ
の
司
法
上
の
利
益
及
び
派
遣
国
の
利
益

の
双
方
に
相
当
な
る
考
慮
を
払
っ
た
上
で
、
外
交
問
題
の
分
野
に

お
け
る
権
限
を
行
使
し
て
不
一
致
を
解
決
す
る
も
の
と
す
る
。」

と
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
を
概
観
し
た
。
か
な
り
複
雑

な
手
続
を
経
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
問
題
の
核
心
は
、
刑
事
裁

判
権
を
行
使
す
る
最
終
的
な
決
定
権
が
、
ド
イ
ツ
あ
る
い
は
派
遣

国
の
い
ず
れ
に
あ
る
か
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
交
渉
過
程
の
分

析
を
と
お
し
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
ド
イ
ツ
補
足
協
定
第
一
八
条
は
公
務
執
行
中
の
犯
罪

に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定

第
七
条
第
三
項
⒜
ⅱ
に
よ
れ
ば
、
派
遣
国
側
が
第
一
次
裁
判
権
を

（
九
一
三
）
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オ
ラ
ン
ダ
方
式
で
は
、
米
軍
の
受
入
国
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
は
、

刑
事
裁
判
権
を
行
使
す
る
権
限
を
放
棄
す
る
こ
と
に
同
意
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
オ
ラ
ン
ダ
が
、
裁
判
権
の
行
使
を
特
に
重
要
と
決

定
す
る
場
合
は
そ
の
か
ぎ
り
で
は
な
い
（
12
）
。
こ
の
方
式
の
特
徴
は
、

裁
判
権
を
放
棄
す
る
場
合
と
、
放
棄
し
な
い
場
合
に
二
分
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
受
入
国
は
ま
ず
広
く
裁
判
権
を
放
棄
す
る
も

の
の
、
受
入
国
が
特
に
重
要
と
決
定
す
る
場
合
、
裁
判
権
を
行
使

で
き
る
。
こ
の
決
定
は
、
受
入
国
の
専
権
事
項
と
さ
れ
て
い
る
。

派
遣
国
と
し
て
は
、
受
入
国
に
な
る
べ
く
広
く
裁
判
権
を
放
棄
し

て
も
ら
い
た
い
。
受
入
国
は
、
特
に
重
要
な
事
件
で
は
裁
判
権
を

譲
れ
な
い
。
オ
ラ
ン
ダ
方
式
と
は
、
こ
の
両
者
の
要
望
を
折
衷
さ

せ
た
も
の
と
い
え
る
。

ア
メ
リ
カ
と
オ
ラ
ン
ダ
が
オ
ラ
ン
ダ
方
式
で
取
極
を
結
ん
だ
の

は
、
一
九
五
四
年
八
月
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
立
つ
約
一
年
前
、
日

米
行
政
協
定
第
一
七
条
が
改
正
さ
れ
た
。
改
正
以
前
は
、
ア
メ
リ

カ
に
よ
る
専
属
的
裁
判
権
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
同
条

で
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
の
発
効
を
見
越
し
て
、
発
効
の
暁

に
は
、
同
条
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
の
刑
事
裁
判
権
条
項
並
み

に
改
正
さ
れ
る
こ
と
が
予
告
さ
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
は
一
九
五
三
年
八
月
に
発
効
す
る
。
こ

請
に
よ
り
、
連
邦
政
府
と
連
邦
共
和
国
に
駐
在
す
る
派
遣
国
の
外

交
使
節
の
間
で
の
討
議
を
通
し
て
再
審
査
の
対
象
に
で
き
る
。」

と
あ
る
。
こ
う
な
る
と
、
一
見
、
シ
ン
プ
ル
な
よ
う
で
も
、
最
終

的
に
ど
の
よ
う
な
決
着
が
は
か
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
生

じ
る
。

な
お
、
冷
戦
終
焉
後
の
一
九
九
三
年
、
ド
イ
ツ
補
足
協
定
は
大

幅
に
改
正
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
協
定
第
一
八
条
お

よ
び
第
一
九
条
は
、
基
本
的
に
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

ド
イ
ツ
補
足
協
定
の
交
渉
時
の
議
論
は
、
今
日
に
お
い
て
も
意
味

が
あ
る
（
11
）
。

ド
イ
ツ
補
足
協
定
の
先
例

第
一
節
を
締
め
く
く
る
に
あ
た
り
、
オ
ラ
ン
ダ
、
そ
れ
に
、
日

本
の
刑
事
裁
判
権
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
と
い
う
の
も
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
と
は
別
に
、
ア
メ
リ
カ
と
オ
ラ
ン
ダ
が
締

結
し
た
刑
事
裁
判
権
取
極
（
オ
ラ
ン
ダ
方
式
）
は
、
派
遣
国
の
代

表
と
い
え
る
ア
メ
リ
カ
、
お
よ
び
、
受
入
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
に

と
っ
て
も
、
受
け
入
れ
可
能
な
最
低
線
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら

だ
。
つ
ま
り
、
両
国
に
と
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
方
式
が
交
渉
の
落
と

し
ど
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
九
一
四
）
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が
っ
て
、
刑
事
裁
判
権
密
約
は
、
オ
ラ
ン
ダ
方
式
の
先
例
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
は
、
刑
事
裁
判
権
密
約
に
関
す
る
情
報
を
ア
メ
リ
カ
か

ら
入
手
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
が
関
心
を
示
し
た
の
は
、

一
九
五
七
年
一
月
、
群
馬
県
の
相
馬
ヶ
原
演
習
場
で
起
っ
た
ジ

ラ
ー
ド
事
件
で
あ
る
。
同
事
件
で
は
、
同
演
習
場
に
弾
拾
い
に
き

て
い
た
地
元
の
主
婦
が
、
演
習
中
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｓ
・
ジ
ラ
ー

ド
三
等
特
技
兵
に
招
き
寄
せ
ら
れ
、
威
嚇
に
あ
い
、
逃
げ
よ
う
と

し
た
と
こ
ろ
を
後
ろ
か
ら
撃
た
れ
、
即
死
し
た
（
14
）
。
こ
の
事
件
の
争

点
は
、
ジ
ラ
ー
ド
の
発
砲
行
為
が
公
務
執
行
中
の
行
為
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
か
否
か
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
、
ボ
ン
会
議

は
山
場
を
迎
え
、
公
務
証
明
書
の
効
力
を
め
ぐ
っ
て
、
議
論
が
た

た
か
わ
さ
れ
て
い
た
。
ジ
ラ
ー
ド
事
件
が
、
ボ
ン
会
議
に
ど
の
程

度
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
も
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

二
．
派
遣
国
側
が
提
起
し
た
刑
事
裁
判
権
方
式

ア
メ
リ
カ
の
基
本
的
立
場

ド
イ
ツ
補
足
協
定
の
交
渉
が
始
ま
る
前
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
は
、

刑
事
裁
判
権
の
全
面
的
な
放
棄
を
ド
イ
ツ
側
に
求
め
る
こ
と
を
方

針
と
し
て
い
た
。
そ
の
理
由
に
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
の
批
准

に
あ
た
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
上
院
が
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
第
七

れ
に
伴
い
、
行
政
協
定
第
一
七
条
も
改
正
さ
れ
た
。
行
政
協
定
第

一
七
条
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
並
み
と
な
っ
た
も
の
の
、
日
米

間
で
密
約
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
（
13
）
。

密
約
締
結
の
舞
台
は
、
日
米
合
同
委
員
会
の
下
部
組
織
で
あ
る

刑
事
裁
判
権
分
科
委
員
会
で
あ
る
。
同
委
員
会
の
日
本
側
代
表
を

つ
と
め
て
い
た
の
は
、
法
務
省
総
務
課
長
の
津
田
實
で
あ
っ
た
。

津
田
は
、
日
本
国
の
方
針
と
し
て
、
日
本
に
と
っ
て
実
質
的
に
重

要
な
事
件
を
除
き
、
米
軍
兵
士
等
に
対
し
、
第
一
次
裁
判
権
を
行

使
す
る
つ
も
り
が
な
い
旨
を
陳
述
し
て
い
る
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で

も
一
方
的
陳
述
の
形
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
い
た
る

ま
で
日
米
間
で
十
分
な
協
議
が
な
さ
れ
、
一
方
的
陳
述
の
形
は
と

る
も
の
の
、
日
本
は
米
軍
兵
士
等
に
対
し
、
日
本
に
と
っ
て
実
質

的
に
重
要
な
事
件
を
除
き
、
裁
判
権
を
行
使
し
な
い
こ
と
を
ア
メ

リ
カ
側
に
約
束
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
日
米
間
の
刑
事
裁
判
権
密
約
は
、
オ
ラ
ン
ダ
方

式
に
先
立
ち
、
交
わ
さ
れ
て
い
た
。
オ
ラ
ン
ダ
方
式
と
刑
事
裁
判

権
密
約
と
の
違
い
は
、
前
者
が
公
表
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
後

者
は
ま
さ
に
密
約
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
オ
ラ

ン
ダ
方
式
に
あ
る
「
特
に
重
要
」
と
刑
事
裁
判
権
密
約
に
あ
る

「
実
質
的
に
重
要
」
と
の
間
に
お
お
き
な
違
い
は
な
い
。
し
た

（
九
一
五
）
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一
六
二

な
る
。
ア
メ
リ
カ
が
専
属
的
裁
判
権
を
行
使
で
き
れ
ば
、
そ
う
し

た
負
担
は
な
く
な
る
。
第
三
に
、
米
軍
お
よ
び
ド
イ
ツ
当
局
も
、

軍
隊
条
約
の
下
で
米
軍
が
専
属
的
裁
判
権
を
行
使
し
て
き
た
こ
れ

ま
で
の
制
度
に
な
れ
て
い
る
。
第
四
に
、
も
し
こ
れ
ま
で
の
制
度

を
変
更
す
る
と
な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
国
民
お
よ
び
議
会
へ
の
説
明

が
む
ず
か
し
く
な
る
（
16
）
。

派
遣
国
側
は
全
部
で
七
ヶ
国
で
あ
る
。
た
だ
、
派
遣
国
側
は

け
っ
し
て
一
枚
岩
で
は
な
か
っ
た
。
交
渉
で
は
、
こ
れ
が
ド
イ
ツ

側
に
有
利
に
作
用
し
て
い
る
。
七
ヶ
国
の
う
ち
、
派
遣
国
の
刑
事

裁
判
権
を
最
大
限
に
確
保
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
、
フ

ラ
ン
ス
、
お
よ
び
、
ベ
ル
ギ
ー
の
三
ヶ
国
で
あ
っ
た
（
17
）
。
こ
れ
に
対

し
、
自
国
に
と
っ
て
特
に
重
要
な
事
件
で
、
ド
イ
ツ
補
足
協
定
に

お
け
る
刑
事
裁
判
権
を
確
保
で
き
れ
ば
十
分
だ
と
考
え
て
い
た
の

が
、
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
そ
れ
に
オ
ラ
ン
ダ
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
も
と
も
と
、
ド
イ
ツ
の
刑
事
裁
判
権
は
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
並
み
で
足
り
る
と
の
立
場
で
あ
っ
た
（
18
）
。
デ

ン
マ
ー
ク
の
場
合
、
若
干
名
し
か
ド
イ
ツ
に
駐
留
し
て
お
ら
ず
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
第
七
条
以
上
の
裁
判
権
を
必
要
と
し
て
い

な
か
っ
た
（
19
）
。
こ
の
よ
う
に
、
派
遣
国
の
な
か
に
、
刑
事
裁
判
権
に

つ
い
て
考
え
方
の
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
に
留
意
し
て
お
く
必
要
が

条
は
、
将
来
、
ア
メ
リ
カ
が
締
結
す
る
地
位
協
定
の
先
例
と
は
な

ら
な
い
と
の
意
向
を
示
し
た
こ
と
に
よ
る
（
15
）
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う

に
、
ド
イ
ツ
条
約
修
正
第
八
条
で
、
ド
イ
ツ
補
足
協
定
は
、「
連

邦
共
和
国
に
駐
留
す
る
軍
隊
に
関
し
て
存
在
す
る
特
別
の
状
況
」

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

特
別
の
状
況
を
考
慮
し
て
ド
イ
ツ
補
足
協
定
は
締
結
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
ア
メ
リ
カ
は
考
え
た
。
で
は
、
こ
の
「
特
別
の

状
況
」
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。

一
九
五
五
年
一
一
月
二
三
日
に
開
か
れ
た
ボ
ン
会
議
運
営
委
員

会
で
、
ア
メ
リ
カ
側
代
表
は
、
ア
メ
リ
カ
側
が
専
属
的
裁
判
権
を

保
持
す
る
必
要
性
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
第
一
に
、
米

軍
の
使
命
お
よ
び
米
軍
の
駐
屯
す
る
場
所
で
あ
る
。
米
軍
は
、
東

西
冷
戦
の
最
前
線
に
駐
屯
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
西
側
諸
国

の
防
衛
に
は
、
最
高
度
の
規
律
の
保
持
が
必
要
に
な
る
た
め
、
刑

事
裁
判
権
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
二
に
、
ド
イ
ツ
国
内
に

は
多
数
の
米
兵
が
展
開
・
集
中
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
に
駐
留
す
る

米
軍
は
三
〇
万
人
で
あ
っ
た
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
第
七
条
に

よ
れ
ば
、
軍
事
裁
判
所
で
裁
判
が
お
こ
な
わ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と

も
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
で
裁
判
が
お
こ
な
わ
れ
る
の
か
を
決
め
る

必
要
が
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
そ
の
行
政
的
負
担
が
非
常
に
重
く

（
九
一
六
）
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一
六
三

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
上
、
ド
イ
ツ
に
与
え
ら
れ
る
は
ず
の
第
一

次
裁
判
権
を
ド
イ
ツ
は
放
棄
す
る
。
そ
の
結
果
、
第
二
次
裁
判
権

を
有
す
る
派
遣
国
側
が
裁
判
権
を
行
使
で
き
る
。「
自
動
的
」
と

は
、
派
遣
国
側
が
放
棄
の
要
請
を
し
な
く
て
も
、
ド
イ
ツ
側
が
、

裁
判
権
を
放
棄
す
る
か
ら
だ
。
ド
イ
ツ
補
足
協
定
第
一
九
条
第
一

項
で
は
、
派
遣
国
側
が
放
棄
の
「
要
請
」
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。「
要
請
」
が
挿
入
さ
れ
た
の
は
、
派
遣
国
す
べ
て
が
裁
判
権

の
放
棄
を
望
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
で
は
第
一
次
裁
判
権
と
第
二
次
裁
判
権

と
を
、
派
遣
国
お
よ
び
受
入
国
に
そ
れ
ぞ
れ
配
分
し
て
い
る
。
こ

の
方
式
は
明
ら
か
に
そ
れ
を
逸
脱
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
案
を
提
示
し
て
も
、
ド
イ
ツ
側
に
拒
絶
さ
れ
る
可
能
性
が
高

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
次
善
の
案
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
、「
選
択

的
な
裁
判
権
放
棄
方
式
」
を
提
示
し
た
。
そ
の
内
容
は
以
下
で
あ

る
。特

別
の
状
況
の
存
在
に
よ
っ
て
、
派
遣
国
当
局
は
そ
の
軍
隊
の

秩
序
・
規
律
を
保
持
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
点
は
、「
自
動
的
な

裁
判
権
放
棄
方
式
」
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、

派
遣
国
側
の
要
請
に
基
づ
き
、
派
遣
国
側
が
裁
判
権
の
行
使
を
特

に
重
要
と
考
え
る
犯
罪
あ
る
い
は
犯
罪
の
類
型
に
つ
い
て
、
ド
イ

あ
る
。

派
遣
国
会
議

派
遣
国
七
ヶ
国
の
意
思
統
一
を
は
か
る
た
め
、
派
遣
国
会
議
が

何
度
も
開
か
れ
て
い
る
。
派
遣
国
会
議
で
検
討
さ
れ
た
案
は
、

「
自
動
的
な
裁
判
権
放
棄
方
式
」（A

utom
atic W

aiver F
orm

ula

）、

お
よ
び
、「
選
択
的
な
裁
判
権
放
棄
方
式
」（O

ptional W
aiver 

F
orm

ula

）
で
あ
る
。
ま
ず
、
前
者
の
自
動
的
な
裁
判
権
放
棄
方

式
か
ら
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

こ
の
案
を
も
っ
と
も
強
く
推
し
た
の
は
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。
ア

メ
リ
カ
の
交
渉
に
臨
む
方
針
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
第
七
条

に
よ
っ
て
、
受
入
国
側
に
認
め
ら
れ
て
い
る
第
一
次
裁
判
権
を
ド

イ
ツ
が
す
べ
て
放
棄
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
理
由
と
し
て
、
ド
イ

ツ
に
駐
留
す
る
軍
隊
は
特
別
の
状
況
に
あ
る
の
で
、
派
遣
国
当
局

は
、
通
常
以
上
に
、
そ
の
軍
隊
内
の
秩
序
お
よ
び
規
律
を
保
持
す

る
義
務
を
負
っ
て
い
る
か
ら
と
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ド
イ
ツ
は
、

同
協
定
第
七
条
第
三
項
⒝
（
裁
判
権
が
競
合
す
る
場
合
）
の
第
一

次
裁
判
権
を
放
棄
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
派
遣
国
当

局
が
、
派
遣
国
構
成
員
等
に
対
す
る
刑
事
裁
判
権
を
行
使
で
き
る
（
20
）
。

繰
り
返
す
と
、「
自
動
的
な
裁
判
権
放
棄
方
式
」
と
は
、

（
九
一
七
）
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六
四

あ
る
。
ま
た
、
決
定
に
あ
た
っ
て
、
派
遣
国
は
裁
判
権
の
行
使
を

特
に
重
要
だ
と
判
断
す
れ
ば
足
り
る
。
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
は
こ
の

要
請
に
好
意
的
考
慮
を
払
う
の
で
は
な
く
、
当
然
、
裁
判
権
を
放

棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
選
択
的
な
」
と
は
、
派
遣
国
の
判

断
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
権
放
棄
の
範
囲
が
決
め
ら
れ
る
こ

と
を
意
味
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
方
式
で
は
、
ド
イ
ツ
が
裁
判
権
を
放
棄
す

る
範
囲
を
、
派
遣
国
側
が
一
方
的
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
22
）
。
現

に
、
も
し
同
案
が
採
択
さ
れ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
、
す
べ
て
の
事

件
が
特
に
重
要
で
あ
る
旨
を
ド
イ
ツ
側
に
通
告
す
る
つ
も
り
で

あ
っ
た
（
23
）
。
そ
う
な
る
と
、「
選
択
的
な
裁
判
権
放
棄
方
式
」
は
、

「
自
動
的
な
裁
判
権
放
棄
方
式
」
と
変
わ
り
が
な
い
こ
と
と
な
る
。

た
だ
し
、
そ
の
場
合
、
見
返
り
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
側
は
、
個
々

の
事
件
で
ド
イ
ツ
側
が
裁
判
権
を
取
り
戻
せ
る
案
を
考
慮
し
て
い

た
（
24
）
。「

自
動
的
な
裁
判
権
放
棄
方
式
」

派
遣
国
会
議
で
は
、
ア
メ
リ
カ
案
（
自
動
的
な
裁
判
権
放
棄
方

式
）、
あ
る
い
は
、
イ
ギ
リ
ス
案
（
選
択
的
な
裁
判
権
放
棄
方
式
）

の
い
ず
れ
を
運
営
委
員
会
に
提
案
す
る
か
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
続

ツ
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
上
の
第
一
次
裁
判
権
を
放
棄
す
る
。

ド
イ
ツ
と
派
遣
国
当
局
と
の
間
に
特
段
の
合
意
が
な
け
れ
ば
、
こ

の
よ
う
な
犯
罪
あ
る
い
は
犯
罪
の
類
型
で
は
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
所

は
刑
事
裁
判
権
を
行
使
せ
ず
、
派
遣
国
当
局
が
裁
判
権
を
行
使
で

き
る
（
21
）
。

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
第
七
条
第
三
項
⒞
は
、
裁
判
権
の
放
棄

に
関
し
て
規
定
し
て
い
る
。
繰
り
返
す
と
、
第
二
次
裁
判
権
を
有

す
る
国
が
、
第
一
次
裁
判
権
を
有
す
る
国
に
、
裁
判
権
を
事
件
ご

と
に
放
棄
す
る
よ
う
要
請
す
る
。
放
棄
の
要
請
は
、
第
一
次
裁
判

権
の
放
棄
が
特
に
重
要
で
あ
る
と
第
二
次
裁
判
権
を
有
す
る
国
が

判
断
す
る
場
合
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
の
要
請
に
対
し
、
第
一
次
裁

判
権
を
有
す
る
国
は
、
好
意
的
考
慮
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
選
択
的
な
裁
判
権
放
棄
方
式
」
は
、
こ
れ
を
さ
ら
に
押
し
広
げ
、

一
定
の
犯
罪
あ
る
い
は
犯
罪
の
類
型
で
は
、
ド
イ
ツ
が
よ
り
広
範

に
裁
判
権
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
選
択
的
な
裁
判
権
放
棄
方
式
」
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
第

七
条
第
三
項
⒞
と
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、

「
選
択
的
な
裁
判
権
放
棄
方
式
」
で
は
、
ド
イ
ツ
が
裁
判
権
を
放

棄
す
る
の
は
、
派
遣
国
の
個
別
の
要
請
に
基
づ
く
の
で
は
な
く
、

派
遣
国
が
決
め
る
「
犯
罪
あ
る
い
は
犯
罪
の
類
型
」
に
つ
い
て
で

（
九
一
八
）
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一
六
五

る
用
意
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
代
表
が
知
る
か
ぎ
り
、
こ
の

会
議
に
出
席
し
て
い
る
派
遣
国
の
領
土
内
に
他
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
が

駐
留
し
て
い
る
場
合
、
ア
メ
リ
カ
案
に
あ
る
よ
う
な
協
定
を
締
結

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
に
も
な
い
（
27
）
。

ま
た
、
ド
イ
ツ
代
表
は
、
ア
メ
リ
カ
代
表
が
主
張
し
た
ド
イ
ツ

の
特
別
の
状
況
の
存
在
に
つ
い
て
も
反
論
し
て
い
る
。
反
論
の
要

点
は
以
下
で
あ
る
。
核
戦
争
の
時
代
に
あ
っ
て
、
戦
略
的
な
状
況

が
お
お
き
く
変
化
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
前
線
と
前
線
か
ら
離
れ

た
地
域
と
の
差
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
が
前
線
に
位
置
し

て
い
る
と
と
ら
え
る
こ
と
自
体
、
時
代
遅
れ
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
補

足
協
定
の
刑
事
裁
判
権
問
題
の
解
決
を
正
当
化
す
る
た
め
、
ド
イ

ツ
の
特
別
の
状
況
の
存
在
を
理
由
に
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
ア
メ

リ
カ
側
は
、
ド
イ
ツ
に
米
軍
が
多
数
駐
留
し
て
い
る
こ
と
を
ド
イ

ツ
が
裁
判
権
を
放
棄
す
る
根
拠
に
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

ド
イ
ツ
と
し
て
は
、
だ
か
ら
こ
そ
ド
イ
ツ
の
利
益
を
守
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
の
下

で
ド
イ
ツ
に
与
え
ら
れ
る
裁
判
権
行
使
の
権
限
は
ゆ
る
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
（
28
）
。

ド
イ
ツ
が
、
も
っ
と
も
関
心
を
示
し
た
の
は
、
他
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

諸
国
と
対
等
な
地
位
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
他
の

い
た
。
一
九
五
五
年
一
一
月
一
一
日
の
派
遣
国
会
議
で
、
交
渉
戦

術
と
い
う
点
か
ら
、
よ
り
厳
し
い
案
で
あ
る
「
自
動
的
な
裁
判
権

放
棄
方
式
」
を
ま
ず
提
案
す
る
。
そ
の
案
が
ド
イ
ツ
側
か
ら
拒
絶

さ
れ
た
場
合
、「
選
択
的
な
裁
判
権
放
棄
方
式
」
を
提
案
す
る
こ

と
と
な
っ
た
（
25
）
。

一
一
月
二
三
日
の
運
営
委
員
会
で
、
ア
メ
リ
カ
側
代
表
は
、
前

述
の
特
別
の
状
況
を
陳
述
し
た
。
そ
の
う
え
で
、「
自
動
的
な
裁

判
権
放
棄
方
式
」
を
提
案
し
て
い
る
（
26
）
。
こ
れ
に
、
ド
イ
ツ
側
は
つ

ぎ
の
よ
う
に
反
論
し
た
。

ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
側
提
案
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
第
七
条
と

の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
側
提
案
は
、
同
協
定
第
七

条
第
三
項
⒞
に
規
定
さ
れ
た
裁
判
権
放
棄
の
範
囲
を
大
幅
に
逸
脱

し
て
い
る
。
同
項
⒞
は
、
裁
判
権
が
競
合
す
る
場
合
、
特
定
の
事

件
に
つ
い
て
、
第
一
次
裁
判
権
の
放
棄
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。
ア
メ
リ
カ
側
提
案
は
、
同
項
⒝
に
規
定
さ
れ
た
ド
イ

ツ
の
第
一
次
裁
判
権
を
幅
広
く
放
棄
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
こ

れ
を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、
第
七
条
の
改
正
が
必
要
で
あ
る
。

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
第
一
七
条
に
は
、
同
協
定
の
改
正
の
規
定

が
置
か
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
側
と
し
て
は
、
全
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国

に
こ
れ
を
適
用
で
き
る
よ
う
、
同
協
定
第
七
条
の
改
正
に
協
力
す

（
九
一
九
）
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よ
う
な
全
面
的
な
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
派
遣
国
側
か
ら

の
個
別
の
要
請
に
基
づ
く
（
32
）
。

ま
た
、
ド
イ
ツ
司
法
が
重
大
と
考
え
る
犯
罪
と
は
、
い
か
な
る

も
の
か
が
問
題
と
な
る
。
ド
イ
ツ
側
は
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
フ
ラ

ン
ス
の
質
問
に
答
え
る
形
で
、
⑴
殺
人
、
強
姦
、
強
盗
、
⑵
連
邦

憲
法
裁
判
所
が
管
轄
す
る
安
全
に
か
か
わ
る
事
件
、
⑶
派
遣
国
兵

士
と
ド
イ
ツ
人
の
共
犯
に
よ
る
犯
罪
の
場
合
、
ド
イ
ツ
司
法
の
利

益
か
ら
、
犯
罪
す
べ
て
が
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
で
裁
判
す
べ
き
と
さ

れ
る
も
の
、
⑷
通
貨
の
取
り
締
ま
り
に
違
反
す
る
犯
罪
、
と
述
べ

て
い
る
（
33
）
。

「
選
択
的
な
裁
判
権
放
棄
方
式
」

ド
イ
ツ
が
、
ア
メ
リ
カ
案
の
「
自
動
的
な
裁
判
権
放
棄
方
式
」

を
拒
否
し
た
こ
と
か
ら
、
派
遣
国
側
で
は
今
後
の
対
応
が
協
議
さ

れ
た
。
三
月
二
六
日
の
派
遣
国
会
議
で
、「
選
択
的
な
裁
判
権
放

棄
方
式
」
を
提
案
す
る
こ
と
で
意
見
の
一
致
を
み
た
（
34
）
。
同
方
式

は
、
三
月
二
八
日
の
運
営
委
員
会
で
、
ア
メ
リ
カ
案
と
ド
イ
ツ
案

と
の
妥
協
案
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
代
表
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
て
い

る
（
35
）
。
同
案
の
内
容
は
、
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
（
36
）
。

こ
こ
で
、「
自
動
的
な
裁
判
権
放
棄
方
式
」
と
「
選
択
的
な
裁

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
と
は
扱
い
が
異
な
る
、
あ
る
い
は
、
差
別
さ
れ
て

い
る
と
受
け
取
ら
れ
る
と
、
結
局
、
そ
の
よ
う
な
案
は
ド
イ
ツ
国

民
か
ら
拒
絶
さ
れ
る
だ
け
だ
と
い
う
の
で
あ
る
（
29
）
。
こ
の
結
果
、
ア

メ
リ
カ
が
提
案
し
た
「
自
動
的
な
裁
判
権
放
棄
方
式
」
は
、

一
九
五
六
年
三
月
二
二
日
の
運
営
委
員
会
で
、
ド
イ
ツ
側
か
ら
正

式
に
拒
否
さ
れ
る
。
そ
の
主
た
る
理
由
に
、
他
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国

で
全
面
的
な
放
棄
を
受
け
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
方
式
を
正
当
化
す
る
た
め
の
根
拠

と
さ
れ
て
い
る
「
特
別
の
状
況
」
は
存
在
し
な
い
と
ド
イ
ツ
側
は

主
張
し
た
（
30
）
。

三
月
二
二
日
の
運
営
委
員
会
で
、
ド
イ
ツ
側
は
対
案
を
提
示
し

て
い
る
。
こ
の
対
案
は
、
基
本
的
に
、
オ
ラ
ン
ダ
方
式
に
な
ら
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
方
式
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
が
「
特
に

重
要
」
と
判
断
す
る
場
合
を
除
き
、
裁
判
権
は
放
棄
さ
れ
る
。
こ

れ
に
対
し
、
ド
イ
ツ
側
対
案
で
は
、「
特
に
重
要
」
が
、「
ド
イ
ツ

司
法
が
重
大
と
考
え
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
権
行
使
が
不
可
欠
で
あ
る

場
合
」
と
な
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
当
局
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
を

除
き
、
関
係
派
遣
国
の
軍
事
当
局
の
要
請
に
よ
り
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍

地
位
協
定
第
七
条
第
三
項
⒞
に
応
じ
て
、
裁
判
権
を
行
使
す
る
権

限
を
放
棄
す
る
（
31
）
。
た
だ
し
、
こ
の
放
棄
は
、
ア
メ
リ
カ
案
に
あ
る

（
九
二
〇
）
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一
六
七

三
月
二
八
日
の
運
営
委
員
会
で
、
ド
イ
ツ
側
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
提
案
（「
選
択
的
な
裁
判
権
放
棄
方
式
」）
は
、
ア

メ
リ
カ
の
提
案
（「
自
動
的
な
裁
判
権
放
棄
方
式
」）
に
比
べ
る
と
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
近
い
。
た
だ
し
、

ド
イ
ツ
が
置
か
れ
て
い
る
「
特
別
の
状
況
」
は
、
繰
り
返
し
述
べ

て
き
た
よ
う
に
存
在
し
な
い
。
一
見
す
る
か
ぎ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の

提
案
は
、
ド
イ
ツ
議
会
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
る
可
能
性
は
な
い
。

ド
イ
ツ
の
裁
判
権
の
放
棄
は
、
派
遣
国
の
み
が
判
断
で
き
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
案
を
、
こ
の

問
題
の
討
議
の
基
礎
に
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
（
38
）
。
こ
の
よ
う

に
、
イ
ギ
リ
ス
案
に
対
す
る
ド
イ
ツ
側
の
反
応
は
否
定
的
で
あ
っ

た
。「

選
択
的
な
裁
判
権
放
棄
方
式
」
と
オ
ラ
ン
ダ
方
式
に
な
ら
っ

た
ド
イ
ツ
案
と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
い
ず
れ
も
「
特
に
重
要
」

な
あ
る
い
は
「
ド
イ
ツ
司
法
が
重
大
と
考
え
る
」
場
合
を
除
き
、

裁
判
権
が
放
棄
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
い
ず
れ
も
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

軍
地
位
協
定
第
七
条
第
三
項
⒞
の
枠
組
み
の
下
に
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
ど
ち
ら
が
重
要
と
考
え
る
の
か
で
逆
転
す
る
。「
選
択
的
な

裁
判
権
放
棄
方
式
」
で
は
派
遣
国
側
で
あ
る
の
に
対
し
、
ド
イ
ツ

判
権
放
棄
方
式
」
の
違
い
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
前
者
の
場
合
、

派
遣
国
の
要
請
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
（
こ
れ
が
、「
自
動
的
」

の
意
味
で
あ
る
）、
ド
イ
ツ
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
第
七
条

第
三
項
⒝
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
に
与
え
ら
れ
る
第
一
次
裁
判
権
を

す
べ
て
放
棄
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
後
者
の
場
合
、
同
項
⒝
の
第

一
次
裁
判
権
は
、
依
然
と
し
て
、
ド
イ
ツ
側
に
残
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
ド
イ
ツ
側
は
、
派
遣
国
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
要
請
さ

れ
た
す
べ
て
の
事
件
で
裁
判
権
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
す
べ
て
の
事
件
と
は
、
派
遣
国
が
自
国
に
と
っ
て
特
に
重
要

と
考
え
る
犯
罪
あ
る
い
は
犯
罪
の
類
型
で
あ
れ
ば
な
ん
で
あ
れ
、

こ
れ
に
含
ま
れ
る
。

「
選
択
的
な
裁
判
権
放
棄
方
式
」
の
最
大
の
利
点
は
、
そ
の
柔

軟
性
に
あ
っ
た
。
派
遣
国
そ
れ
ぞ
れ
が
特
に
重
大
と
考
え
る
事
件

に
つ
い
て
裁
判
権
の
放
棄
を
要
請
す
る
か
を
決
定
で
き
る
。
ま
た
、

裁
判
権
の
放
棄
は
個
別
の
要
請
で
は
な
く
、
一
定
の
犯
罪
類
型
に

つ
い
て
の
要
請
な
の
で
、
実
際
的
な
解
決
策
を
提
示
し
て
く
れ
る
。

さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
側
に
と
っ
て
特
に
重
大
と
思
わ
れ
る
事
件
で
は
、

裁
判
権
を
取
り
戻
す
可
能
性
は
排
除
さ
れ
な
い
（
37
）
。

「
選
択
的
な
裁
判
権
放
棄
方
式
」
に
対
す
る
ド
イ
ツ
側
の
反
応

は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
同
方
式
が
提
案
さ
れ
た

（
九
二
一
）
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一
六
八

ラ
ン
ダ
方
式
を
中
心
に
展
開
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
。

三
．
オ
ラ
ン
ダ
方
式
を
め
ぐ
る
攻
防

ケ
ッ
ケ
ン
ベ
ー
ク
方
式

ド
イ
ツ
側
が
「
選
択
的
な
裁
判
権
放
棄
方
式
」
を
拒
否
し
た
こ

と
を
受
け
、
妥
協
案
の
模
索
が
始
ま
る
。
そ
う
し
た
な
か
、
ボ
ン

会
議
議
長
の
ケ
ッ
ケ
ン
ベ
ー
ク
は
、
会
議
参
加
国
代
表
と
の
非
公

式
協
議
を
踏
ま
え
、
妥
協
案
を
示
す
。
こ
れ
が
ケ
ッ
ケ
ン
ベ
ー
ク

方
式
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
概
要
は
以
下
と
な
る
。

⑴
ド
イ
ツ
が
第
一
次
裁
判
権
を
有
す
る
事
件
の
場
合
、
派
遣

国
側
は
、
個
々
の
事
件
に
つ
い
て
裁
判
権
の
放
棄
を
要
請
す
る
。

⑵
合
理
的
な
期
間
内
（
一
五
日
間
く
ら
い
を
想
定
）
に
、
そ
の
要

請
に
ド
イ
ツ
側
か
ら
返
答
が
な
け
れ
ば
、
放
棄
の
要
請
は
ド
イ
ツ

側
が
受
け
入
れ
た
も
の
と
み
な
す
。
⑶
ド
イ
ツ
側
に
と
っ
て
特
に

重
要
と
さ
れ
る
事
件
の
場
合
、
裁
判
権
を
放
棄
し
な
い
と
の
決
定

は
、
ド
イ
ツ
政
府
に
よ
っ
て
の
み
「
宣
言
」
さ
れ
る
。
⑷
ド
イ
ツ

政
府
が
裁
判
権
の
放
棄
の
要
請
を
拒
否
す
る
場
合
、
派
遣
国
代
表

と
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。
⑸
ド
イ
ツ
政
府
が
裁
判
権
を
放
棄
す

る
意
思
が
な
い
場
合
、
派
遣
国
は
こ
の
件
を
非
公
式
な
調
停
団
に

委
ね
る
よ
う
要
請
で
き
る
。
こ
の
調
停
団
は
、
派
遣
国
か
ら
の
代

案
で
は
ド
イ
ツ
側
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
権
の
放
棄
を
決

め
る
最
終
的
な
決
定
権
は
、「
選
択
的
な
裁
判
権
放
棄
方
式
」
で

は
派
遣
国
側
、
ド
イ
ツ
案
で
は
ド
イ
ツ
側
に
あ
る
（
39
）
。

五
月
四
日
の
運
営
委
員
会
で
、
ド
イ
ツ
側
は
イ
ギ
リ
ス
案
を
正

式
に
拒
否
す
る
。
ド
イ
ツ
代
表
は
、
派
遣
国
側
が
「
自
動
的
な
裁

判
権
放
棄
方
式
」
と
ド
イ
ツ
案
と
の
妥
協
を
も
た
ら
す
努
力
を
し

て
い
る
こ
と
に
謝
意
を
表
し
た
も
の
の
、
こ
の
問
題
は
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
第
七
条
の
枠
組
み
で
し
か
解
決
で
き
な
い

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
あ
ら
た
め
て
、
ド
イ
ツ
に
は
「
特
別
の

状
況
」
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。
派
遣
国
側
が
裁
判
権

放
棄
の
対
象
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
選
択
的
な
裁
判
権
放
棄

方
式
」
を
、
ド
イ
ツ
は
交
渉
の
基
礎
に
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
方
式
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
第
七
条
の
基
本
原
則
と
は

根
本
的
に
異
な
る
の
で
、
政
治
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
、
と
い

う
の
が
ド
イ
ツ
側
の
拒
否
の
理
由
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
側

が
受
け
入
れ
可
能
な
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
方
式
で
あ
る
旨
も
述
べ
て

い
る
（
40
）
。
ド
イ
ツ
側
は
オ
ラ
ン
ダ
方
式
を
基
に
し
た
案
を
運
営
委
員

会
に
す
で
に
提
示
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
側
も
、
受
け
入
れ
可
能

な
最
低
線
は
オ
ラ
ン
ダ
方
式
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
（
41
）
。
し
た

が
っ
て
、
ド
イ
ツ
が
イ
ギ
リ
ス
案
を
拒
否
し
た
後
の
交
渉
は
、
オ

（
九
二
二
）
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一
六
九

に
ド
イ
ツ
側
が
何
ら
対
応
し
な
い
場
合
、
一
定
の
期
間
が
過
ぎ
れ

ば
、
そ
の
要
請
は
自
動
的
に
認
め
ら
れ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
裁

判
権
の
放
棄
を
め
ぐ
っ
て
、
ド
イ
ツ
側
と
派
遣
国
側
と
の
間
で
意

見
の
不
一
致
が
生
じ
た
場
合
、
調
停
に
委
ね
ら
れ
る
（
44
）
。

ケ
ッ
ケ
ン
ベ
ー
ク
方
式
は
、
一
九
五
六
年
六
月
一
五
日
の
運
営

委
員
会
に
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
案
を
基
に
し
て
協
議
さ
れ
る
。
七

月
一
〇
日
の
法
律
委
員
会
で
、
新
た
な
ド
イ
ツ
案
が
提
示
さ
れ
た
。

そ
の
内
容
は
以
下
で
あ
る
。

⑴
　
以
下
の
⑵
に
列
挙
し
た
犯
罪
類
型
を
除
き
、
ド
イ
ツ
政
府

は
、
特
に
重
要
な
事
件
で
は
裁
判
権
を
取
り
戻
せ
る
こ
と
を
条
件

に
、
第
一
次
裁
判
権
を
全
面
的
に
放
棄
す
る
。
た
だ
し
、
特
別
な

事
件
の
特
別
な
状
況
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
司
法
の
重
大
な
考
慮
か

ら
、
ド
イ
ツ
当
局
が
裁
判
権
を
行
使
す
る
の
が
不
可
欠
で
あ
る
と

判
断
す
る
場
合
は
こ
の
か
ぎ
り
で
な
い
。

⑵
　
⑴
に
あ
る
全
面
的
な
裁
判
権
放
棄
は
、
以
下
の
犯
罪
類
型

に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
殺
人
、
強
姦
、
強
盗
、
通
貨
犯
罪
、
連
邦

最
高
裁
判
所
の
管
轄
下
の
犯
罪
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
の
未
遂
お
よ
び

共
犯
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
件
に
お
け
る
派
遣
国
側
の
裁
判
権
放

棄
の
要
請
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
の
第
七
条
第
三
項
⒞
に

沿
っ
て
お
こ
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ド
イ
ツ
側
に
三
週
間

表
一
名
、
ド
イ
ツ
政
府
か
ら
の
代
表
一
名
、
さ
ら
に
二
名
の
中
立

委
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
⑹
調
停
団
の
勧
告
は
最
終
的
で
は
な
い

も
の
の
、
ド
イ
ツ
政
府
は
、
調
停
団
が
下
し
た
多
数
決
に
よ
る
勧

告
を
、
最
終
的
な
決
定
の
基
礎
と
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
（
42
）
。

か
な
り
複
雑
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ケ
ッ
ケ
ン
ベ
ー
ク
方
式

と
オ
ラ
ン
ダ
方
式
と
の
主
な
違
い
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、

ケ
ッ
ケ
ン
ベ
ー
ク
方
式
で
は
、
ド
イ
ツ
政
府
が
、
派
遣
国
か
ら
の

放
棄
の
要
請
に
何
ら
対
応
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
要
請
は
自
動
的
に

認
め
ら
れ
る
。
つ
ぎ
に
、
裁
判
権
を
放
棄
す
る
か
否
か
を
め
ぐ
っ

て
、
派
遣
国
と
ド
イ
ツ
政
府
と
で
意
見
が
一
致
し
な
い
場
合
、
そ

れ
を
調
整
す
る
た
め
、
調
停
団
に
委
ね
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
最
終
的
な
決
定
権
は
ド
イ
ツ
側
に
あ
る
も
の
の
、
調
停

団
の
多
数
決
に
よ
る
勧
告
に
基
づ
き
、
ド
イ
ツ
側
は
決
定
す
る
こ

と
に
同
意
す
る
。
つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
側
は
自
由
に
決
定
で
き
る
わ

け
で
は
な
く
、
調
停
団
の
勧
告
と
い
う
制
約
下
で
決
定
す
る
の
で

あ
る
（
43
）
。

敷
衍
す
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
方
式
で
は
、
裁
判
権
を
放
棄
し
な
い

「
特
に
重
要
」
な
犯
罪
と
は
何
か
を
ド
イ
ツ
側
が
一
方
的
に
決
定

で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ケ
ッ
ケ
ン
ベ
ー
ク
方
式
で
は
、
ふ
た
つ

の
制
約
が
課
さ
れ
る
。
ひ
と
つ
は
、
派
遣
国
か
ら
の
放
棄
の
要
請

（
九
二
三
）
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一
七
〇

こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
側
は
、
一
定
の
犯
罪
は
裁
判
権
放
棄
の

対
象
と
は
さ
れ
ず
、
ま
た
、
裁
判
権
を
放
棄
し
た
場
合
で
も
、
裁

判
権
を
取
り
戻
せ
る
こ
と
を
条
件
に
、
全
面
的
な
裁
判
権
放
棄
を

は
じ
め
て
認
め
る
案
を
提
示
し
た
。
こ
の
ド
イ
ツ
案
が
、
ド
イ
ツ

補
足
協
定
第
一
九
条
の
原
型
と
な
る
。

ド
イ
ツ
案
に
対
し
、
派
遣
国
側
は
以
下
の
ふ
た
つ
を
問
題
点
と

し
て
挙
げ
た
。
ひ
と
つ
は
、
ド
イ
ツ
側
は
、
オ
ラ
ン
ダ
方
式
の
特

に
重
要
な
犯
罪
に
対
し
て
裁
判
権
を
限
定
す
る
の
に
代
わ
っ
て
、

ド
イ
ツ
司
法
の
重
大
な
考
慮
と
い
う
基
準
を
設
け
て
い
る
。
い
ま

ひ
と
つ
は
、
⑵
に
示
さ
れ
た
犯
罪
類
型
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
ド

イ
ツ
側
に
と
っ
て
特
に
重
要
で
な
い
場
合
で
も
、
ド
イ
ツ
の
裁
判

権
の
対
象
に
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
の
で
は
な
い
か
で
あ
る
（
47
）
。

派
遣
国
側
の
新
提
案

そ
の
後
、
ボ
ン
会
議
は
、
夏
の
休
暇
に
入
る
。
九
月
以
降
、
法

律
委
員
会
や
作
業
班
で
の
協
議
を
経
て
、
運
営
委
員
会
は
一
一
月

九
日
に
開
か
れ
た
。
同
委
員
会
で
、
派
遣
国
側
は
、
つ
ぎ
を
骨
子

と
す
る
新
提
案
を
お
こ
な
っ
た
。

⑴
派
遣
国
側
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
は
刑
事
裁
判
権

を
全
面
的
に
放
棄
す
る
。
⑵
特
別
な
事
件
の
場
合
、
ド
イ
ツ
は
、

以
内
に
裁
判
権
を
放
棄
す
る
よ
う
要
請
す
る
通
告
が
な
け
れ
ば
、

こ
の
裁
判
権
放
棄
の
適
用
除
外
、
つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
に
よ
る
裁
判

権
の
行
使
は
認
め
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

⑶
　
適
格
な
ド
イ
ツ
当
局
が
、
裁
判
権
の
行
使
が
不
可
欠
で
あ

る
と
判
断
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
、
⑵
の
派
遣
国
に
よ
る
裁
判
権

の
放
棄
要
請
を
ド
イ
ツ
当
局
が
拒
否
し
た
場
合
は
つ
ぎ
の
よ
う
に

な
る
。
ド
イ
ツ
に
駐
留
す
る
関
係
派
遣
国
の
最
高
軍
事
当
局
は
、

派
遣
国
に
よ
る
裁
判
権
の
行
使
が
ド
イ
ツ
の
そ
れ
よ
り
重
要
と
判

断
し
た
場
合
、
ド
イ
ツ
政
府
に
意
見
を
陳
述
で
き
る
。

⑷
　
⑶
の
意
見
に
つ
い
て
の
協
議
が
三
週
間
以
内
に
合
意
に
い

た
ら
な
い
場
合
、
派
遣
国
の
最
高
軍
事
当
局
は
、
こ
の
問
題
を
混

合
委
員
会
に
付
託
す
る
よ
う
要
請
で
き
る
。
混
合
委
員
会
は
、
関

係
派
遣
国
代
表
一
名
お
よ
び
ド
イ
ツ
政
府
代
表
一
名
か
ら
構
成
さ

れ
る
。
ド
イ
ツ
当
局
は
、
混
合
委
員
会
の
提
案
に
対
し
て
、
同
情

的
考
慮
を
払
う
（
45
）
。

混
合
委
員
会
は
、
ド
イ
ツ
補
足
協
定
第
三
〇
条
に
規
定
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
同
条
で
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定

第
七
条
お
よ
び
ド
イ
ツ
補
足
協
定
の
実
施
を
促
進
し
、
そ
の
統
一

的
運
用
を
確
保
す
る
た
め
と
い
う
よ
う
に
、
一
般
的
な
規
定
と

な
っ
て
い
る
（
46
）
。

（
九
二
四
）
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一
七
一

的
な
決
定
権
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
ド
イ
ツ
側
は
重
視
し
た
の
で

あ
る
（
49
）
。

派
遣
国
側
の
新
提
案
で
、
派
遣
国
が
譲
歩
し
た
と
さ
れ
る
点
を

整
理
し
て
お
こ
う
。
第
一
に
、
特
別
な
事
件
に
お
け
る
裁
判
権
は
、

ド
イ
ツ
当
局
が
決
定
す
る
と
の
原
則
を
受
け
入
れ
る
。
第
二
に
、

事
件
が
発
生
し
た
場
合
、
適
切
な
行
政
取
極
で
問
題
を
解
決
す
る

柔
軟
性
を
も
っ
て
、
派
遣
国
側
は
ド
イ
ツ
側
に
事
件
を
通
告
す
る

負
担
を
受
け
入
れ
る
。
第
三
に
、
裁
判
権
放
棄
の
制
度
を
、
全
面

的
な
も
の
と
個
別
的
な
も
の
に
限
定
し
、
こ
の
ふ
た
つ
の
制
度
間

の
変
更
を
認
め
な
い
。
第
四
に
、
ド
イ
ツ
側
が
裁
判
権
を
行
使
す

る
「
ド
イ
ツ
司
法
の
重
大
な
考
慮
」
と
は
何
か
を
詳
細
に
定
義
す

る
こ
と
を
断
念
す
る
。
そ
の
結
果
、
ド
イ
ツ
当
局
が
そ
の
適
用
を

誤
ら
な
い
こ
と
に
信
頼
す
る
（
50
）
。

ド
イ
ツ
側
最
終
案

運
営
委
員
会
は
、
一
一
月
一
五
日
お
よ
び
二
三
日
に
も
開
か
れ
、

ド
イ
ツ
側
は
柔
軟
な
姿
勢
を
み
せ
て
い
る
（
51
）
。
一
一
月
九
日
の
運
営

委
員
会
で
は
、
派
遣
国
側
が
大
幅
な
譲
歩
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、

ド
イ
ツ
側
に
譲
歩
を
迫
っ
た
。
そ
の
た
め
、
議
論
が
い
さ
さ
か

ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
た
感
が
あ
っ
た
。
一
一
月
一
五
日
の
運
営
委
員

裁
判
権
を
取
り
戻
す
権
利
を
有
す
る
。
⑶
派
遣
国
が
ド
イ
ツ
に
事

件
を
通
告
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
に
は
裁
判
権
を
取
り
戻

す
権
利
が
与
え
ら
れ
る
。
⑷
現
地
レ
ベ
ル
お
よ
び
外
交
レ
ベ
ル
で

の
協
議
で
、
ど
ち
ら
が
裁
判
権
を
行
使
す
る
の
か
意
見
が
一
致
せ

ず
、
そ
の
不
一
致
を
調
整
で
き
な
い
場
合
、
ド
イ
ツ
政
府
が
最
終

的
に
判
断
す
る
。
⑸
ド
イ
ツ
司
法
の
重
大
な
考
慮
か
ら
、
ド
イ
ツ

は
裁
判
権
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。
⑹
全
面
的
な
裁
判
権
放

棄
を
望
ま
な
い
派
遣
国
の
場
合
、
オ
ラ
ン
ダ
方
式
の
線
に
沿
っ
て
、

事
件
ご
と
に
裁
判
権
の
放
棄
が
要
請
さ
れ
る
（
48
）
。

一
一
月
九
日
の
運
営
委
員
会
で
、
派
遣
国
側
、
と
り
わ
け
、
イ

ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
は
、
こ
の
案
で
大
幅
に
譲
歩
し
た
旨
を
強
調

し
た
。
さ
ら
に
、
意
見
の
不
一
致
を
調
整
す
る
と
の
同
じ
精
神
で

ド
イ
ツ
側
も
臨
む
よ
う
要
請
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ド
イ
ツ
代
表

は
、
派
遣
国
側
が
ド
イ
ツ
側
に
譲
歩
を
し
た
と
の
主
張
を
は
ね
つ

け
て
い
る
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
第
七
条
の
基
本
原
則
か
ら
考

え
る
と
、
派
遣
国
側
は
極
端
な
立
場
か
ら
後
退
し
た
だ
け
で
、
そ

れ
は
譲
歩
に
あ
た
ら
な
い
と
反
論
し
た
。
ド
イ
ツ
側
に
と
っ
て
、

刑
事
裁
判
権
問
題
の
解
決
策
と
い
え
る
の
は
、
ド
イ
ツ
側
が
派
遣

国
側
と
同
等
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、

特
別
な
事
件
で
は
、
ド
イ
ツ
当
局
に
裁
判
権
を
行
使
で
き
る
最
終

（
九
二
五
）
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一
七
二

府
に
異
議
を
唱
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ド
イ
ツ
政
府
は
、
そ
の
異

議
を
検
討
し
た
う
え
、
ド
イ
ツ
司
法
の
利
益
お
よ
び
当
該
派
遣
国

の
利
益
に
十
分
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
（
52
）
。

こ
れ
に
加
え
、
第
一
項
に
関
す
る
合
意
議
事
録
案
、
お
よ
び
、

第
三
項
に
関
す
る
ド
イ
ツ
側
の
一
方
的
宣
言
案
が
示
さ
れ
た
。
以

上
の
ド
イ
ツ
側
最
終
案
は
、
若
干
の
修
文
を
経
て
、
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
正
文
に
受
け
継
が
れ
る
。

ド
イ
ツ
補
足
協
定
に
関
す
る
合
意
議
事
録
お
よ
び
宣
言
で
は
、

第
三
項
に
い
う
ド
イ
ツ
司
法
の
重
大
な
利
益
か
ら
、
と
く
に
以
下

の
犯
罪
で
は
ド
イ
ツ
側
が
裁
判
権
を
有
す
る
と
宣
言
さ
れ
て
い

る
（
53
）
。⑴

　
第
一
審
及
び
最
終
審
で
連
邦
裁
判
所
の
管
轄
に
服
す
る
か
、

又
は
そ
の
公
訴
を
連
邦
裁
判
所
で
連
邦
検
事
総
長
が
提
起
で
き
る

よ
う
な
犯
罪
。

⑵
　
人
の
死
を
招
来
す
る
犯
罪
、
強
盗
、
強
姦
。
た
だ
し
、
派

遣
国
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
又
は
そ
れ
ら
の
家
族
に
対
す
る
も
の

は
除
く
。

⑶
　
上
記
の
犯
罪
の
未
遂
及
び
共
犯
。

⑴
に
あ
る
連
邦
裁
判
所
の
管
轄
下
に
あ
る
犯
罪
と
は
、
主
に
、

国
家
や
元
首
に
対
す
る
反
逆
の
罪
、
外
国
の
政
治
家
の
命
を
ね
ら

会
で
は
、
冷
静
な
議
論
が
な
さ
れ
、
そ
れ
が
一
一
月
二
三
日
の
ド

イ
ツ
側
最
終
案
の
提
示
へ
と
つ
な
が
る
。
そ
の
案
と
は
以
下
で
あ

る
。⑴

　
ド
イ
ツ
は
、
管
轄
権
が
競
合
す
る
場
合
、
派
遣
国
の
要
請

で
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
第
七
条
第
三
項
⒝
で
ド
イ
ツ
当
局
に

ゆ
る
さ
れ
る
第
一
次
裁
判
権
を
放
棄
す
る
。
そ
の
場
合
、
以
下
の

第
二
項
か
ら
第
四
項
に
し
た
が
う
も
の
と
す
る
。

⑵
　
派
遣
国
の
軍
事
当
局
は
、
ド
イ
ツ
当
局
に
対
し
、
上
記
第

一
項
に
規
定
さ
れ
た
裁
判
権
放
棄
に
該
当
す
る
各
事
件
を
通
告
す

る
も
の
と
す
る
。

⑶
　
適
格
な
ド
イ
ツ
当
局
は
、
特
定
の
事
件
の
特
殊
事
情
に
よ

り
、
ド
イ
ツ
司
法
の
重
大
な
考
慮
か
ら
、
第
一
項
に
規
定
さ
れ
た

裁
判
権
放
棄
を
撤
回
で
き
る
。
こ
の
撤
回
は
、
ド
イ
ツ
当
局
が
、

第
二
項
で
想
定
さ
れ
る
通
告
の
受
領
後
三
週
間
以
内
に
陳
述
書
を

送
付
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
ド
イ
ツ
当
局
は
ま
た
、
第
二
項
で
想

起
さ
れ
る
通
告
を
受
領
す
る
前
で
も
陳
述
書
を
送
付
で
き
る
。

⑷
　
適
格
な
ド
イ
ツ
当
局
は
、
第
三
項
に
し
た
が
い
、
特
定
の

事
件
で
裁
判
権
の
放
棄
を
撤
回
し
た
も
の
の
、
当
該
当
局
間
で
の

協
議
が
整
わ
な
い
場
合
、
派
遣
国
の
最
高
軍
事
当
局
は
（
必
要
に

応
じ
、
当
該
派
遣
国
の
外
交
使
節
の
助
力
を
得
て
）、
ド
イ
ツ
政

（
九
二
六
）
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張
し
た
。
た
だ
し
、
ド
イ
ツ
側
は
、
犯
罪
類
型
を
ド
イ
ツ
補
足
協

定
の
本
文
に
は
盛
り
込
ま
ず
、
会
議
の
正
式
な
記
録
と
し
て
、
一

方
的
に
宣
言
す
る
案
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ア
メ
リ

カ
側
は
、
こ
の
宣
言
を
運
営
委
員
会
の
議
事
録
に
留
め
る
案
を
提

示
し
た
。
ド
イ
ツ
側
は
ア
メ
リ
カ
案
を
拒
否
し
て
い
る
（
57
）
。
最
終
的

に
こ
の
一
方
的
宣
言
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
正
式
記
録
と
し
て
残

さ
れ
た
。

⑶
の
場
合
、
連
邦
の
外
交
に
関
す
る
権
限
を
行
使
し
て
、
ド
イ

ツ
政
府
が
最
終
的
に
決
定
す
る
。
ド
イ
ツ
基
本
法
第
三
二
条
に

よ
っ
て
、
外
交
関
係
は
連
邦
に
よ
り
と
り
お
こ
な
わ
れ
る
と
さ
れ

て
い
る
の
が
そ
の
根
拠
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
側
が
も
っ
と
も
重
視
し
た
の
は
、
全
面
的
な
裁
判
権
放

棄
を
受
け
入
れ
た
こ
と
を
ド
イ
ツ
議
会
で
正
当
化
で
き
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ド
イ
ツ
が
裁
判
権
を
行
使
す
べ
き
と
考
え

る
事
件
で
は
、
そ
の
権
利
の
保
証
が
重
要
と
な
る
（
58
）
。

ド
イ
ツ
側
が
裁
判
権
の
全
面
的
な
放
棄
を
受
け
入
れ
た
こ
と
は
、

ア
メ
リ
カ
側
に
驚
き
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
全
面
的
な
裁
判
権

放
棄
の
案
を
ド
イ
ツ
議
会
に
提
示
す
れ
ば
、
困
難
に
直
面
す
る
、

と
ド
イ
ツ
側
は
ア
メ
リ
カ
側
に
非
公
式
に
も
ら
し
て
い
た
か
ら
だ
。

そ
の
解
決
策
と
な
っ
た
の
が
、
裁
判
権
の
行
使
が
「
ド
イ
ツ
司
法

う
行
為
、
あ
る
い
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
な
ど
で
あ
る
。
連
邦
検
事

総
長
が
公
訴
を
提
起
で
き
る
犯
罪
と
は
、
反
逆
を
う
な
が
す
文
書

の
配
布
、
国
家
の
存
立
に
と
っ
て
危
険
な
行
為
、
ス
パ
イ
行
為
、

国
家
の
安
全
を
危
う
く
す
る
行
為
な
ど
で
あ
る
（
54
）
。

一
一
月
二
三
日
の
運
営
委
員
会
で
の
議
論
の
様
子
も
紹
介
し
て

お
こ
う
。
派
遣
国
側
の
新
提
案
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
代
表
は
柔
軟

に
対
応
し
て
い
る
。

ド
イ
ツ
代
表
は
、
ド
イ
ツ
政
府
に
と
っ
て
の
重
大
な
関
心
事
項

を
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
⑴
全
面
的
な
裁
判
権
放
棄
と
個
別

の
裁
判
権
放
棄
と
い
う
複
数
の
制
度
が
存
在
す
る
こ
と
。
⑵
ド
イ

ツ
側
が
裁
判
権
を
放
棄
し
な
い
犯
罪
類
型
が
明
記
さ
れ
る
こ
と
。

⑶
派
遣
国
側
と
ド
イ
ツ
側
と
で
ど
ち
ら
が
裁
判
権
を
行
使
す
べ
き

か
意
見
が
対
立
す
る
場
合
、
ド
イ
ツ
政
府
が
最
終
的
に
決
定
で
き

る
こ
と
（
55
）
。

⑴
に
つ
い
て
、
全
面
的
と
個
別
の
ふ
た
つ
の
制
度
が
並
存
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
補
足
協
定
の
合
意
議
事
録
で
は
、
第
一

次
裁
判
権
を
全
面
的
に
放
棄
す
る
よ
う
に
と
の
派
遣
国
の
要
請
は
、

同
協
定
発
効
時
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
（
56
）
。

⑵
に
つ
い
て
、
裁
判
権
を
行
使
で
き
る
犯
罪
類
型
の
列
挙
は
国

内
の
政
治
的
理
由
か
ら
、
ド
イ
ツ
側
は
ど
う
し
て
も
必
要
だ
と
主

（
九
二
七
）
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七
四

が
裁
判
権
を
取
り
戻
す
権
利
を
有
す
る
と
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

段
階
を
経
た
う
え
で
、
最
終
的
に
ド
イ
ツ
政
府
が
決
定
す
る
。
ド

イ
ツ
政
府
は
決
定
に
際
し
て
、
派
遣
国
の
利
益
に
も
十
分
に
配
慮

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
ド
イ
ツ
側
最
終
案
は
、

最
低
線
と
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
方
式
に
比
べ
、
ア
メ
リ
カ
側
に
と
っ

て
有
利
と
判
断
さ
れ
た
（
62
）
。

四
．
公
務
証
明
書
の
効
力

公
務
執
行
に
よ
る
と
さ
れ
る
犯
罪
が
本
当
に
公
務
に
よ
る
こ
と

を
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
証
明
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
で
は
、
公
務
執
行
に
よ
り
生
じ
た
故
意
・

過
失
は
、
派
遣
国
が
第
一
次
裁
判
権
を
有
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
補
足
協
定
の
場
合
、
公
務
証
明
書
が
そ

れ
を
判
断
す
る
材
料
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
問
題
は
、
公
務

証
明
書
は
最
終
的
な
も
の
、
つ
ま
り
、
公
務
証
明
書
だ
け
で
公
務

執
行
に
よ
る
犯
罪
と
認
定
で
き
る
の
か
で
あ
る
。
こ
の
点
を
め

ぐ
っ
て
、
ド
イ
ツ
側
と
派
遣
国
側
と
の
間
で
交
渉
が
続
け
ら
れ
た
。

公
務
執
行
を
め
ぐ
る
イ
ギ
リ
ス
案

公
務
証
明
書
に
つ
い
て
の
案
は
、
一
九
五
六
年
三
月
二
八
日
の

の
重
大
な
考
慮
」
か
ら
不
可
欠
で
あ
る
と
の
理
由
で
、
ド
イ
ツ
側

が
裁
判
権
放
棄
を
撤
回
で
き
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
文
言
は
、

最
終
的
に
は
、「
ド
イ
ツ
司
法
の
重
大
な
利
益
」
と
な
っ
た
。
そ

の
際
、
重
要
な
働
き
を
な
す
の
が
派
遣
国
側
か
ら
の
犯
罪
の
通
告

で
あ
る
。
こ
の
通
告
に
よ
っ
て
、
州
の
当
局
は
、
第
一
次
裁
判
権

を
有
す
る
す
べ
て
の
事
件
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

さ
ら
に
、
一
方
的
宣
言
で
、
ド
イ
ツ
国
民
が
注
目
す
る
重
大
な
犯

罪
と
は
何
か
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
裁
判
権
を
全
面
的

に
放
棄
し
た
と
し
て
も
、
重
大
な
犯
罪
で
は
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
が

裁
判
権
を
行
使
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
た
（
59
）
。

ド
イ
ツ
側
最
終
案
は
、
一
二
月
二
〇
日
の
運
営
委
員
会
で
承
認

さ
れ
た
（
60
）
。
繰
り
返
す
と
、
同
案
の
核
心
部
分
は
、
ド
イ
ツ
側
が

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
下
の
第
一
次
裁
判
権
を
全
面
的
に
放
棄
す

る
の
と
引
き
換
え
に
、「
ド
イ
ツ
司
法
の
重
大
な
利
益
」
か
ら
ド

イ
ツ
の
裁
判
権
行
使
が
不
可
欠
な
場
合
、
第
一
次
裁
判
権
を
取
り

戻
す
権
利
を
有
す
る
こ
と
に
あ
る
（
61
）
。

ア
メ
リ
カ
側
に
と
っ
て
、
同
案
は
、
オ
ラ
ン
ダ
方
式
に
比
べ
る

と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
利
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
ず
、
ド
イ

ツ
側
が
裁
判
権
を
全
面
的
に
放
棄
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
原
則
と

し
て
、
ア
メ
リ
カ
側
が
裁
判
権
を
行
使
す
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
側

（
九
二
八
）
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七
五

ス
案
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
両
者
に
は
、
一
点
、

重
要
な
違
い
が
あ
っ
た
。
軍
隊
条
約
第
一
六
条
第
三
項
に
、
公
務

証
明
書
は
当
該
人
物
の
公
務
の
範
囲
に
関
し
て
の
み
証
拠
と
な
る
、

そ
の
範
囲
で
最
終
的
な
も
の
と
す
る
、
と
あ
る
か
ら
だ
（
65
）
。
し
た

が
っ
て
、
軍
隊
条
約
に
お
け
る
公
務
証
明
書
は
、
公
務
の
範
囲
を

証
明
す
る
だ
け
で
、
公
務
に
基
づ
く
犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
も
の
で
は
な
い
。

イ
ギ
リ
ス
側
の
説
明
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
代
表
は
つ
ぎ
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
第
七
条
第
三
項
⒜
ⅱ
で

は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
軍
側
に
第
一
次
裁
判
権
が
与
え
ら
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
公
務
の
執
行
か
ら
生
じ
た
犯
罪
に
、
ド
イ

ツ
側
が
同
意
で
き
な
い
場
合
に
の
み
問
題
と
な
る
。
軍
隊
条
約
第

一
六
条
を
め
ぐ
る
議
論
は
長
期
化
し
、
同
条
に
は
問
題
が
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
同
様
の
規
定
を
ド
イ
ツ
補
足
協
定
に
盛
り
込
ん
だ

と
し
て
も
、
ド
イ
ツ
議
会
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
（
66
）
。

こ
こ
で
の
最
大
、
か
つ
、
唯
一
の
問
題
は
、
同
証
明
書
が
「
最

終
的
な
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
と
派
遣
国

と
の
間
で
は
、
同
証
明
書
の
効
力
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
後
、
議
論

が
た
た
か
わ
さ
れ
る
。

ド
イ
ツ
側
は
、
五
月
一
一
日
の
運
営
委
員
会
で
、
イ
ギ
リ
ス
案

運
営
委
員
会
で
イ
ギ
リ
ス
に
よ
り
提
示
さ
れ
た
。
そ
の
案
と
は
以

下
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
の
裁
判
所
で
刑
事
手
続
が
お
こ
な
わ
れ
、
刑
事
手
続
の

主
題
で
あ
る
故
意
ま
た
は
過
失
が
、
軍
隊
の
た
め
の
公
務
の
執
行

で
あ
る
か
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
は

そ
の
手
続
を
一
時
停
止
し
た
う
え
で
、
関
係
派
遣
国
の
軍
事
当
局

に
た
だ
ち
に
通
告
す
る
。
軍
事
当
局
は
通
告
を
受
領
し
た
後
二
一

日
以
内
に
、
証
明
書
を
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
に
送
付
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
証
明
書
に
は
、
当
該
の
公
務
の
範
囲
、
お
よ
び
、
故
意
ま
た

は
過
失
が
公
務
の
執
行
に
よ
る
も
の
か
が
記
さ
れ
る
。
同
証
明
書

は
最
終
的
な
も
の
で
あ
る
。
派
遣
国
の
軍
事
当
局
は
、
前
記
の
通

告
を
受
領
し
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
に
こ

の
証
明
書
を
提
出
で
き
る
。
か
つ
、
事
件
が
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
で

審
議
さ
れ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
証
明
書
を
ド
イ
ツ
の
裁

判
所
に
い
つ
で
も
提
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（
63
）
。

イ
ギ
リ
ス
は
、
こ
の
公
務
に
関
す
る
案
を
提
示
し
た
際
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
に
は
、
軍
事
当
局
に
よ
る
公
務
証
明
書
に

つ
い
て
の
規
定
が
存
在
し
な
い
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
案
に
沿
っ
て
取

り
極
め
る
必
要
が
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
側

は
、
軍
隊
条
約
第
一
六
条
を
援
用
し
て
い
る
（
64
）
。
同
条
は
、
イ
ギ
リ

（
九
二
九
）
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一
七
六

で
、
ド
イ
ツ
側
は
、
協
議
の
条
項
を
追
加
し
た
と
し
て
も
、
そ
の

根
本
的
主
張
を
充
た
す
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
な
ぜ
な

ら
、
依
然
と
し
て
、
証
明
書
は
最
終
的
な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
か

ら
だ
（
69
）
。
ド
イ
ツ
側
は
対
案
を
提
示
し
た
。
そ
の
概
要
は
以
下
で
あ

る
。ド

イ
ツ
の
裁
判
所
で
刑
事
訴
訟
手
続
が
お
こ
な
わ
れ
、
犯
行
が

公
務
執
行
に
よ
る
故
意
ま
た
過
失
に
よ
る
か
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
る
場
合
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
は
、
関
連
派
遣
国
の
軍
事
当
局
に

遅
滞
な
く
通
告
す
る
。
軍
事
当
局
は
、
通
告
の
受
領
後
二
一
日
以

内
に
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
に
証
明
書
を
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

同
証
明
書
に
は
、
当
該
の
公
務
の
範
囲
、
お
よ
び
、
公
務
の
執
行

か
ら
故
意
ま
た
は
過
失
が
生
じ
た
か
が
記
載
さ
れ
る
。
証
明
書
は
、

反
証
の
な
い
か
ぎ
り
、
当
該
の
公
務
の
範
囲
の
十
分
な
証
拠
と
す

る
。
派
遣
国
の
軍
事
当
局
は
、
通
告
を
受
け
取
っ
た
か
、
ま
た
は
、

刑
事
裁
判
手
続
が
す
で
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

ド
イ
ツ
の
裁
判
所
に
こ
う
し
た
証
明
書
を
送
付
で
き
る
（
70
）
。

ド
イ
ツ
案
は
、
イ
ギ
リ
ス
訪
問
軍
法
お
よ
び
日
米
行
政
協
定
の

先
例
に
な
ら
っ
て
い
る
。
証
明
書
の
効
力
が
、「
反
証
の
な
い
か

ぎ
り
」
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
さ
ら
に
、
軍
隊
条
約
第
一
六
条

も
踏
襲
し
て
い
る
。
証
明
書
の
効
力
は
、
公
務
の
範
囲
に
限
定
さ

を
拒
否
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
証
明
書
が
最
終
的
な
性
質
を
有
す

る
と
し
て
い
る
点
に
あ
っ
た
。
裁
判
所
は
あ
ら
ゆ
る
証
拠
を
判
断

す
る
自
由
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
が
制
約
さ
れ
る
こ
と

は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
の
だ
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
案
は
、

前
述
の
軍
隊
条
約
第
一
六
条
に
比
べ
、
ド
イ
ツ
側
に
と
っ
て
不
利

な
こ
と
も
そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
た
。
た
だ
、
ド
イ
ツ
代
表
は
、

た
ん
に
イ
ギ
リ
ス
案
を
拒
否
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
派
遣
国
側
と

ド
イ
ツ
側
と
の
協
議
に
よ
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
方
法
も
示
唆
し

て
い
る
（
67
）
。

ド
イ
ツ
案

六
月
一
四
日
の
運
営
委
員
会
で
、
ア
メ
リ
カ
側
は
、
イ
ギ
リ
ス

案
に
対
す
る
修
正
案
を
提
示
し
た
。
そ
れ
は
、「
こ
の
証
明
書
は

最
終
的
な
も
の
で
あ
る
。」
と
の
文
言
の
後
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

文
言
を
付
け
加
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
状
況
か
ら
見
て
、
証
明

書
に
含
ま
れ
る
内
容
と
異
な
る
結
果
が
提
示
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る

場
合
に
は
、
派
遣
国
は
、
ド
イ
ツ
裁
判
所
の
要
請
、
お
よ
び
、
両

者
の
協
議
を
踏
ま
え
、
証
明
書
を
再
検
討
す
る
（
68
）
」。
こ
の
よ
う
に
、

証
明
書
の
再
検
討
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
側
修
正
案
に
対
し
て
、
六
月
二
一
日
の
運
営
委
員
会

（
九
三
〇
）
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が
っ
て
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
、
と
ド
イ
ツ
側
は
ア
メ
リ
カ
側
修

正
案
を
拒
否
し
た
（
73
）
。

八
月
二
日
の
運
営
委
員
会
で
、
ド
イ
ツ
代
表
は
、
ア
メ
リ
カ
側

修
正
案
を
あ
ら
た
め
て
拒
否
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
側
は
ア
メ
リ
カ

代
表
と
非
公
式
の
協
議
を
続
け
た
も
の
の
、
結
局
、
証
明
書
が
最

終
的
な
も
の
で
あ
る
と
の
問
題
で
行
き
詰
ま
っ
た
こ
と
を
報
告
し

た
。
ド
イ
ツ
側
は
、
証
明
書
が
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
を
拘
束
す
る
こ

と
は
絶
対
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
ド
イ
ツ
案
で
行
く
と
の
立
場
を

断
言
し
て
い
る
（
74
）
。

派
遣
国
の
法
律
に
よ
っ
て
罰
す
る
こ
と
が
で
き
る
犯
罪

夏
の
休
暇
明
け
の
九
月
二
八
日
、
ド
イ
ツ
側
と
ア
メ
リ
カ
側
は

非
公
式
に
会
談
し
て
い
る
。
派
遣
国
の
な
か
で
公
務
の
問
題
に
関

心
を
も
っ
て
い
た
の
は
主
に
ア
メ
リ
カ
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
こ
の

非
公
式
会
談
で
、
ド
イ
ツ
代
表
は
、
ア
メ
リ
カ
案
を
の
む
こ
と
は

む
ず
か
し
い
旨
を
あ
ら
た
め
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
理
由

と
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
の
先
例
を
挙
げ
た
。

先
例
で
は
反
証
が
ゆ
る
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
案
は
こ
れ
ら
先

例
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
公
務
証
明
書
は
「
最
終
的
な

も
の
」
で
あ
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
た
め
、
刑
事
裁
判
権
の
場
合

れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
側
修
正
案

六
月
二
八
日
の
運
営
委
員
会
で
、
ア
メ
リ
カ
側
は
、
文
言
を
さ

ら
に
追
加
し
た
修
正
案
を
提
示
す
る
。
証
明
書
が
最
終
的
な
も
の

で
あ
る
と
い
う
点
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
証
明
書
は
、
大
佐
級

と
同
等
の
者
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
る
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
証
明

書
は
、
ド
イ
ツ
当
局
の
要
請
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
政
府
と
関
係
派
遣

国
の
外
交
使
節
と
の
協
議
の
主
題
に
で
き
る
、
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
犯
罪
が
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
っ
て
生
じ
た
か
に

つ
い
て
、
外
交
レ
ベ
ル
で
交
渉
さ
れ
る
と
の
案
を
提
示
し
た
の
で

あ
る
（
71
）
。

こ
の
提
案
に
、
ド
イ
ツ
側
は
、
検
討
を
約
束
し
た
も
の
の
、
依

然
と
し
て
、
証
明
書
が
「
最
終
的
な
も
の
で
あ
る
」
こ
と
に
不
満

を
表
明
し
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
案
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日

米
行
政
協
定
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
訪
問
軍
法
に
あ
る
方
式
（「
反
証

の
な
い
か
ぎ
り
」）
が
な
ぜ
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
の
か
を
派
遣
国

側
に
問
う
て
い
る
（
72
）
。
ア
メ
リ
カ
側
修
正
案
は
望
ま
し
い
よ
う
に
み

え
る
も
の
の
、
証
明
書
に
拘
束
力
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
結
果
、

ド
イ
ツ
の
裁
判
所
の
役
割
を
侵
害
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
た

（
九
三
一
）
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一
七
八

る
。
派
遣
国
側
は
、
通
告
を
受
理
し
た
後
二
一
日
以
内
に
、
同
行

為
が
派
遣
国
の
法
律
に
よ
っ
て
罰
し
う
る
か
に
つ
い
て
の
証
明
書

を
提
出
で
き
る
。
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
は
、
同
証
明
書
に
し
た
が
い

決
定
す
る
。
た
だ
し
、
例
外
的
な
場
合
に
は
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
所

の
要
請
に
し
た
が
い
、
同
証
明
書
は
、
ド
イ
ツ
政
府
と
派
遣
国
の

外
交
使
節
と
の
間
の
討
議
を
通
じ
て
、
再
審
査
の
対
象
に
で
き

る
（
77
）
。ド

イ
ツ
側
最
終
案

ド
イ
ツ
側
は
、「
派
遣
国
の
法
律
に
よ
っ
て
罰
す
る
こ
と
が
で

き
る
犯
罪
」
で
用
い
ら
れ
る
方
式
を
、
公
務
犯
罪
の
場
合
に
も
適

用
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
ド
イ
ツ
案
の
概
要
は
以
下
で
あ
る
。

軍
隊
の
構
成
員
ま
た
は
軍
属
に
対
す
る
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
ま
た

は
当
局
で
の
刑
事
手
続
で
、
公
務
執
行
中
の
作
為
ま
た
は
不
作
為

に
よ
る
犯
行
で
あ
る
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
関

係
派
遣
国
の
軍
事
当
局
は
、
こ
の
件
に
関
す
る
証
明
書
を
ド
イ
ツ

の
裁
判
所
ま
た
は
当
局
に
提
出
で
き
る
。
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
ま
た

は
当
局
は
、
そ
の
証
明
書
に
基
づ
い
て
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

し
か
し
、
例
外
的
な
場
合
、
同
証
明
書
は
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
ま

た
は
当
局
の
要
請
で
、
ド
イ
ツ
政
府
と
ド
イ
ツ
に
駐
留
す
る
関
係

と
同
様
、
ア
メ
リ
カ
側
は
「
特
別
の
状
況
」
の
存
在
を
主
張
し
た
。

こ
れ
に
、
ド
イ
ツ
側
は
、
こ
う
し
た
「
特
別
の
状
況
」
は
存
在
し

な
い
旨
を
ふ
た
た
び
強
調
し
て
い
る
（
75
）
。

一
一
月
二
三
日
の
運
営
委
員
会
で
、
ド
イ
ツ
側
は
、
公
務
証
明

書
の
効
力
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
側
と
の
協
議
の

結
果
を
報
告
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
ド
イ
ツ
側
は
、
証
明
書

に
「
拘
束
力
が
あ
る
」、
あ
る
い
は
、
証
明
書
を
「
最
終
的
な
も

の
と
す
る
」
と
の
方
式
は
ま
っ
た
く
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
あ
ら

た
め
て
主
張
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
派
遣
国
の
要
請
を
み
た
す

た
め
、「
派
遣
国
の
法
律
で
罰
す
る
こ
と
が
で
き
る
犯
罪
（
76
）
」
の
規

定
に
沿
っ
て
解
決
す
る
容
易
が
あ
る
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
と
の
合

意
案
を
提
示
し
た
。

「
派
遣
国
の
法
律
に
よ
っ
て
罰
す
る
こ
と
が
で
き
る
犯
罪
」
は
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
第
七
条
第
二
項
⒜
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
犯
罪
は
、
派
遣
国
が
裁
判
権
を
行
使
で
き
る
。
た
だ
、

ど
の
犯
罪
が
派
遣
国
の
法
律
に
よ
っ
て
罰
す
る
こ
と
が
で
き
る
犯

罪
な
の
か
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
ド
イ
ツ
補
足
協
定

第
一
七
条
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

派
遣
国
の
法
律
に
よ
っ
て
罰
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
疑
義
が
あ

る
場
合
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
は
そ
の
こ
と
を
派
遣
国
側
に
通
告
す

（
九
三
二
）



ド
イ
ツ
駐
留
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
補
足
協
定
と
刑
事
裁
判
権
（
信
夫
）

一
七
九

ラ
ン
ス
は
、
ド
イ
ツ
案
を
受
け
入
れ
る
際
、
公
務
は
、
派
遣
国
の

法
律
を
基
礎
に
決
定
す
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
欲
し
い
と
要
望
し

た
。
ド
イ
ツ
法
を
基
礎
に
公
務
の
判
断
が
く
だ
さ
れ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ド
イ
ツ
代
表
は
、
こ
の
点
が

こ
れ
ま
で
議
論
に
な
っ
た
こ
と
は
な
く
、
外
国
の
規
則
や
概
念
を

導
入
す
る
と
、
派
遣
国
軍
隊
の
活
動
に
混
乱
を
も
た
ら
す
と
の
フ

ラ
ン
ス
側
の
主
張
に
同
意
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
側
の
要
求
を
充
た
す

た
め
、
適
切
な
文
言
を
追
加
す
る
こ
と
で
折
り
合
い
が
つ
い
た
。

そ
の
結
果
、
ド
イ
ツ
補
足
協
定
第
一
八
条
第
一
項
に
、
公
務
執
行

中
の
行
為
で
あ
る
か
は
、「
当
該
派
遣
国
の
法
律
に
従
っ
て
決
定

さ
れ
る
も
の
と
す
る
。」
と
の
文
言
が
追
加
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二
月
一
三
日
の
法
律
委
員
会
で
、
公
務
に
関
す
る
最
終
案
が
合

意
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
案
に
二
点
追
加
さ
れ
た
。
ひ
と
つ
は
、
右

に
述
べ
た
よ
う
に
、
公
務
の
決
定
は
、
派
遣
国
の
法
律
に
し
た

が
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
公
務
証
明
書
は
、
派

遣
国
の
「
適
格
な
最
高
当
局
」
に
よ
り
提
出
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
側

が
、
証
明
書
は
責
任
あ
る
部
署
が
発
給
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張

し
た
か
ら
だ
（
81
）
。
こ
れ
ら
の
修
正
を
加
え
た
案
は
、
二
月
二
一
日
の

運
営
委
員
会
で
承
認
さ
れ
た
（
82
）
。

ド
イ
ツ
補
足
協
定
第
一
八
条
に
あ
る
よ
う
に
、
公
務
証
明
書
は

派
遣
国
の
外
交
使
節
と
の
討
議
を
通
じ
て
、
再
検
討
の
主
題
に
で

き
る
（
78
）
。

運
営
委
員
会
は
、
こ
の
ド
イ
ツ
案
を
承
認
し
た
（
79
）
。
と
こ
ろ
が
、

同
案
を
め
ぐ
っ
て
波
乱
が
起
き
る
。
年
が
明
け
、
一
九
五
七
年
年

一
月
一
五
日
・
一
六
日
の
法
律
委
員
会
で
、
ド
イ
ツ
案
が
行
き

詰
っ
て
し
ま
う
。
理
由
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
、「
外
交
レ
ベ
ル
で
合

意
に
い
た
ら
な
い
場
合
に
は
、
証
明
書
は
最
終
的
な
も
の
で
あ

る
。」
と
主
張
し
た
か
ら
だ
。

フ
ラ
ン
ス
の
主
張
に
対
し
、
ド
イ
ツ
代
表
は
、
証
明
書
は
最
終

的
な
も
の
で
あ
る
と
の
議
論
を
蒸
し
返
す
も
の
だ
と
遺
憾
の
意
を

表
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
ア
メ
リ
カ
と
ド
イ
ツ
の
二
国
間
交

渉
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
案
が
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
最

良
の
妥
協
案
で
あ
る
の
で
、
同
案
を
受
け
入
れ
る
よ
う
求
め
た
。

ド
イ
ツ
側
は
、
同
案
は
派
遣
国
の
要
望
に
も
最
大
限
応
え
る
内
容

に
な
っ
て
い
る
と
主
張
し
た
。
ア
メ
リ
カ
側
も
、
同
案
は
派
遣
国

側
を
完
全
に
満
足
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
現
状
で
は
、

も
っ
と
も
望
ま
し
い
取
極
だ
と
し
て
、
受
け
入
れ
る
用
意
が
あ
る

旨
を
述
べ
て
い
る
（
80
）
。

二
月
五
日
・
六
日
の
法
律
委
員
会
で
、
フ
ラ
ン
ス
は
前
回
の
案

を
取
り
下
げ
、
ド
イ
ツ
案
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
フ

（
九
三
三
）
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ド
イ
ツ
占
領
軍
の
兵
士
等
に
対
す
る
裁
判
権
は
、
派
遣
国
が
専
属

的
に
有
し
て
い
た
。
ド
イ
ツ
の
主
権
回
復
お
よ
び
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
へ
の

加
盟
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
に
駐
留
す
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
の
地
位
を
定

め
る
必
要
が
生
じ
た
。
そ
の
場
合
、
ひ
と
つ
の
尺
度
と
考
え
ら
れ

た
の
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
第
七
条
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
側
は
、
軍
隊
条
約
の
刑
事
裁
判
権
条
項
が
ド
イ
ツ
補

足
協
定
に
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
そ
の
根
拠

と
し
て
ド
イ
ツ
の
特
別
の
状
況
が
あ
る
。
冷
戦
下
、
ド
イ
ツ
は
戦

争
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
の
と
変
わ
ら
ず
、
戦
時
に
お
け
る
派
遣

国
の
専
属
的
裁
判
権
が
そ
の
ま
ま
ド
イ
ツ
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
だ

と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
ア
メ
リ
カ
側
提
案
の
「
自
動
的
な

裁
判
権
放
棄
方
式
」
と
し
て
具
体
化
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
ド
イ
ツ
側
は
ア
メ
リ
カ
側
の
提
案
に
猛
烈
に
反

対
し
た
。
そ
れ
で
は
ド
イ
ツ
の
主
権
が
侵
害
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

他
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
と
の
対
等
な
地
位
が
確
保
さ
れ
な
い
か
ら
だ
。

ド
イ
ツ
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
の
な
か
で
二
流
国
家
と
位
置
づ
け
ら
れ

て
し
ま
う
と
反
発
し
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
第
七
条
の
原
則
は
、
ド
イ
ツ
補

足
協
定
で
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
第
七
条
で
は
、
派
遣
国
と
受
入
国
の
裁

最
終
的
な
も
の
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
側
は
、

そ
の
証
明
書
に
基
づ
い
て
、
犯
罪
が
公
務
に
よ
る
か
を
決
定
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
決
定
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
側
と
派
遣
国
側

と
で
意
見
が
一
致
し
な
い
場
合
、
外
交
レ
ベ
ル
で
再
検
討
さ
れ
る
。

ド
イ
ツ
補
足
協
定
第
一
八
条
は
、
こ
こ
ま
で
し
か
述
べ
て
い
な
い
。

外
交
レ
ベ
ル
で
も
解
決
で
き
な
い
場
合
、
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う

か
。こ

れ
に
は
ひ
と
つ
の
前
提
が
置
か
れ
て
い
る
。
豊
富
な
知
識
と

経
験
を
有
す
る
外
務
大
臣
と
派
遣
国
の
大
使
が
協
議
す
る
な
ら
、

こ
の
問
題
で
か
な
ら
ず
合
意
に
い
た
る
と
の
前
提
で
あ
る
（
83
）
。
こ
れ

は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
置
き
、
こ
の
問
題
を
こ
れ
以
上
追
究
し
な
い
こ

と
と
な
っ
た
。

五
．
ド
イ
ツ
と
日
本

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
と
ド
イ
ツ
補
足
協
定

ド
イ
ツ
補
足
協
定
で
、
ド
イ
ツ
は
刑
事
裁
判
権
と
い
う
主
権
を

ど
の
程
度
確
保
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定

と
ド
イ
ツ
補
足
協
定
と
の
比
較
か
ら
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
（
84
）
。

こ
の
交
渉
の
出
発
点
を
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。
軍
隊
条
約
で
は
、

（
九
三
四
）
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権
を
決
定
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
た
だ
し
、
例
外
的
な
場
合
に

は
、
同
証
明
書
は
、
派
遣
国
大
使
と
ド
イ
ツ
外
務
大
臣
と
の
間
で

再
検
討
の
主
題
に
で
き
る
。

以
上
か
ら
、
ド
イ
ツ
は
刑
事
裁
判
権
と
い
う
主
権
を
ど
の
程
度

確
保
で
き
た
の
か
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
み
れ
ば
、
ド
イ
ツ

側
が
全
面
的
な
裁
判
権
放
棄
を
受
け
入
れ
た
こ
と
は
、
派
遣
国
側

の
勝
利
と
と
ら
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
（
85
）
。
し
か
し
、
出
発
点
と

し
て
、
ド
イ
ツ
に
は
外
国
軍
隊
に
対
す
る
裁
判
権
が
ま
っ
た
く
な

か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
補
足
協
定

が
締
結
さ
れ
な
け
れ
ば
、
裁
判
権
は
引
き
続
き
派
遣
国
側
が
行
使

す
る
。
ド
イ
ツ
は
交
渉
を
ま
と
め
る
必
要
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、

派
遣
国
側
は
、
交
渉
を
決
裂
さ
せ
て
も
痛
痒
を
感
じ
る
と
こ
ろ
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

刑
事
裁
判
権
の
問
題
で
は
、
ド
イ
ツ
が
全
面
的
な
第
一
次
裁
判

権
の
放
棄
を
受
け
入
れ
た
と
は
い
え
、
裁
判
権
の
行
使
が
ド
イ
ツ

司
法
の
重
大
な
利
益
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
、
と
ド
イ
ツ
側
が

判
断
す
れ
ば
、
裁
判
権
を
取
り
戻
す
こ
と
が
可
能
な
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ド
イ
ツ
は
、
自
国
に
と
っ
て
重
要

だ
と
思
わ
れ
る
事
件
に
つ
い
て
は
、
裁
判
権
を
行
使
で
き
る
の
で

あ
る
。

判
権
が
競
合
す
る
場
合
、
派
遣
国
の
安
全
・
財
産
に
対
す
る
罪
、

派
遣
国
の
兵
士
等
同
士
の
身
体
・
財
産
に
対
す
る
罪
、
そ
れ
に
、

公
務
犯
罪
を
除
き
、
受
入
国
側
（
ド
イ
ツ
）
が
第
一
次
裁
判
権
を

有
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ド
イ
ツ
補
足
協
定
で
は
、
ド
イ
ツ
は
、

第
一
次
裁
判
権
を
全
面
的
に
放
棄
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
た
だ

し
、
ド
イ
ツ
側
は
、
裁
判
権
の
行
使
が
、「
ド
イ
ツ
司
法
の
重
大

な
利
益
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
」
と
判
断
す
る
場
合
、
派
遣
国

に
よ
る
犯
罪
の
通
告
か
ら
三
週
間
以
内
に
、
第
一
次
裁
判
権
を
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。「
ド
イ
ツ
司
法
の
重
大
な
利
益
」
は
明

確
に
定
義
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
一
方
的
宣
言
で
そ
の

具
体
例
が
示
さ
れ
た
。

ド
イ
ツ
側
が
裁
判
権
を
要
請
し
た
の
に
対
し
、
派
遣
国
側
が
同

意
し
な
い
場
合
、
こ
の
意
見
の
不
一
致
は
、
よ
り
高
次
の
レ
ベ
ル

の
検
討
へ
と
持
ち
込
ま
れ
る
。
最
終
的
に
は
、
派
遣
国
の
大
使
と

ド
イ
ツ
外
務
大
臣
と
の
間
で
解
決
が
は
か
ら
れ
る
。
な
お
、
ド
イ

ツ
側
に
裁
判
権
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
も
、
派
遣
国
側
は
、
被
疑

者
の
不
起
訴
ま
た
は
被
告
に
判
決
が
言
渡
さ
れ
る
ま
で
、
そ
の
者

を
拘
禁
で
き
る
。

つ
ぎ
に
、
い
わ
ゆ
る
公
務
犯
罪
の
場
合
、
ド
イ
ツ
側
は
、
派
遣

国
の
発
給
し
た
公
務
証
明
書
を
基
に
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
が
裁
判

（
九
三
五
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
三
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
八
二

だ
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
日
米
間
で
は
刑
事
裁
判
権
密
約

が
交
わ
さ
れ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
側
は
、
こ
の
密
約
を
ド
イ
ツ
側

に
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ド
イ
ツ
側
か
ら
譲
歩
を
引
き
出

す
材
料
と
し
て
使
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

ド
イ
ツ
が
ま
だ
主
権
を
回
復
し
て
な
い
一
九
五
五
年
一
月
、
ア

メ
リ
カ
側
は
、
刑
事
裁
判
権
密
約
を
ド
イ
ツ
側
に
秘
密
裡
に
伝
え

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
た
だ
、
日
米
間
の
密
約
を
ア
メ
リ
カ

側
の
意
向
だ
け
で
ド
イ
ツ
側
に
伝
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ

で
、
在
京
米
大
使
館
を
通
じ
て
、
こ
の
件
で
日
本
側
の
意
向
を
聴

取
し
、
許
可
を
求
め
る
こ
と
と
な
っ
た
（
86
）
。
一
月
一
八
日
、
外
務
省

は
、
法
務
省
の
了
解
を
得
て
、
日
米
の
裁
判
権
取
極
を
ド
イ
ツ
側

に
極
秘
裡
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
異
議
が
な
い
旨
、
ア
メ
リ
カ

側
に
伝
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
法
務
省
は
、
そ
の
取
極
が
洩
れ
な

い
よ
う
十
分
に
注
意
を
払
う
こ
と
を
要
請
し
た
。
在
京
米
大
使
館

か
ら
本
省
宛
の
電
報
に
は
、「
日
本
側
は
、
日
本
の
取
極
が
ド
イ

ツ
の
先
例
に
な
る
と
ワ
シ
ン
ト
ン
が
考
え
て
い
る
こ
と
に
満
足
の

意
を
表
し
た
」
と
あ
る
（
87
）
。
こ
の
よ
う
に
、
刑
事
裁
判
権
密
約
は
、

日
本
国
内
で
は
厳
重
に
秘
匿
さ
れ
た
も
の
の
、
ド
イ
ツ
に
は
知
ら

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

日
米
間
の
刑
事
裁
判
権
密
約
の
構
造
は
、
基
本
的
に
は
オ
ラ
ン

た
だ
し
、
複
雑
な
手
続
を
経
て
、
ド
イ
ツ
側
が
裁
判
権
を
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
方
式
に
比
べ
、

ド
イ
ツ
に
と
っ
て
ド
イ
ツ
補
足
協
定
は
不
利
な
の
で
は
な
い
か
、

と
の
疑
問
が
わ
い
て
く
る
。
確
か
に
、
こ
の
点
は
そ
の
と
お
り
で

あ
る
。
た
だ
、
オ
ラ
ン
ダ
と
ド
イ
ツ
の
違
い
は
、
ま
ず
、
オ
ラ
ン

ダ
は
派
遣
国
と
し
て
ド
イ
ツ
補
足
協
定
の
交
渉
に
参
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
は
ド
イ
ツ
に
軍
隊
を
派
遣
し
て
い
た
。
出
発
点

か
ら
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
と
ド
イ
ツ
を
同
列
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
ド
イ
ツ
の
場
合
に
は
、
ま
っ
た
く
裁
判
権
を
有
し
な
い
と

い
う
地
点
か
ら
ほ
ぼ
オ
ラ
ン
ダ
方
式
に
近
い
仕
組
み
を
勝
ち
取
っ

て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
ド
イ
ツ
が
刑
事
裁
判
権
と
い
う
主
権
を

確
保
し
よ
う
と
し
た
執
念
は
実
っ
た
と
評
価
で
き
る
。

ド
イ
ツ
補
足
協
定
と
日
本

ド
イ
ツ
補
足
協
定
と
日
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き

た
い
。
日
本
の
刑
事
裁
判
権
密
約
が
、
ド
イ
ツ
補
足
協
定
の
交
渉

に
、
直
接
、
影
響
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
ア
メ
リ
カ

側
も
、
ド
イ
ツ
が
行
政
協
定
第
一
七
条
の
改
正
問
題
を
取
り
上
げ

る
こ
と
は
確
実
だ
と
考
え
て
い
た
。
同
条
は
、
規
定
上
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
第
七
条
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら

（
九
三
六
）



ド
イ
ツ
駐
留
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
補
足
協
定
と
刑
事
裁
判
権
（
信
夫
）

一
八
三

か
な
い
ま
ま
、
ア
メ
リ
カ
側
が
裁
判
権
を
放
棄
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
日
本
で
裁
判
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
公
務
証
明
書
の
効
力
に
つ

い
て
、
日
本
の
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
訪
問
軍
法
に
な
ら
っ
て
、
公
務

証
明
書
に
対
す
る
反
証
が
ゆ
る
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

「
日
米
合
同
委
員
会
刑
事
裁
判
管
轄
権
分
科
委
員
会
に
お
い
て
合

意
さ
れ
た
事
項
」
第
四
三
項
に
、「
こ
の
証
明
書
は
、
反
証
の
な

い
限
り
、
公
務
中
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
の
充
分
な

証
拠
資
料
と
な
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
89
）
。

ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
を
め
ぐ
っ
て
、
日
米
間
で
協
議
さ
れ
た
時

期
（
一
九
五
七
年
三
月
～
五
月
）、
ド
イ
ツ
補
足
協
定
に
お
け
る

公
務
証
明
書
の
問
題
は
ほ
と
ん
ど
解
決
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

ジ
ラ
ー
ド
事
件
が
ド
イ
ツ
補
足
協
定
の
交
渉
に
、
直
接
、
影
響
を

及
ぼ
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
日
本
に
お
け
る
公
務
証

明
書
の
扱
い
を
ド
イ
ツ
側
は
参
考
に
し
て
い
た
。
ド
イ
ツ
側
に

と
っ
て
、
公
務
証
明
書
は
最
終
的
な
も
の
で
は
な
い
と
す
る
根
拠

に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
日
本
に
お
け
る
公
務

証
明
書
の
効
力
は
、
ド
イ
ツ
の
先
例
に
な
っ
て
い
た
。

最
後
に
、
ド
イ
ツ
補
足
協
定
の
交
渉
か
ら
日
本
が
得
ら
れ
る
教

訓
と
は
何
か
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
日
本
と
ド
イ
ツ
は
、

同
じ
敗
戦
国
と
し
て
占
領
を
経
験
し
て
い
る
。
両
国
と
も
、
占
領

ダ
方
式
と
同
じ
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
方
式
の
場
合
、
オ
ラ
ン
ダ
が

裁
判
権
を
行
使
す
る
の
は
、「
特
に
重
要
」
な
場
合
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
、
刑
事
裁
判
権
密
約
で
は
、「
実
質
的
に
重
要
」
と
判

断
す
る
場
合
、
日
本
側
が
裁
判
権
を
行
使
で
き
る
。
た
だ
、
日
本

の
場
合
、
そ
の
運
用
面
で
は
「
実
質
的
に
重
要
」
な
場
合
を
極
力

限
定
し
て
き
た
。
つ
ま
り
、
裁
判
権
の
行
使
を
大
幅
に
控
え
て
き

た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
補
足
協
定
の
締
結
交
渉
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
一
九
五
七
年
六
月
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統

領
が
、
議
会
指
導
者
た
ち
へ
、
日
本
に
お
け
る
刑
事
裁
判
権
の
運

用
実
態
を
説
明
し
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
大
統
領
は
、
日

本
側
が
優
先
的
裁
判
権
を
有
す
る
一
万
四
〇
〇
〇
件
の
事
例
の
う

ち
、
一
万
三
六
四
二
件
で
、
日
本
は
自
発
的
に
裁
判
権
を
放
棄
し

た
と
述
べ
て
い
る
。
放
棄
率
は
九
七
％
を
超
え
て
い
る
。
一
般
に

裁
判
権
の
放
棄
率
は
六
〇
％
程
度
と
い
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
数
値

は
異
常
に
高
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
（
88
）
。

ド
イ
ツ
補
足
協
定
の
交
渉
過
程
で
参
考
に
さ
れ
た
も
う
ひ
と
つ

の
例
に
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
が
あ
る
。
ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
最
大
の
争

点
は
、
ジ
ラ
ー
ド
の
犯
行
が
果
た
し
て
公
務
の
執
行
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
か
で
あ
る
。
こ
れ
を
め
ぐ
る
日
米
の
協
議
は
決
着
が
つ

（
九
三
七
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
三
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
八
四

学
ぶ
べ
き
だ
ろ
う
。

（
1
） 

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
お
よ
び
ド
イ
ツ
補
足
協
定
の
邦
訳
は
、

国
立
国
会
図
書
館
調
査
立
法
考
査
局
『
西
ド
イ
ツ
に
駐
留
す
る

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
の
地
位
に
関
す
る
諸
協
定
』（
調
査
資
料
七
五
─
三
）、

一
九
七
六
年
三
月
を
参
考
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
条
文
の
翻
訳

は
、
以
下
の
英
語
の
正
文
に
基
づ
い
て
い
る
。N

orth A
tlantic 

T
reaty S

tatus of F
orces

（T
IA

S
 2846, June 19, 1951

） in 
D

epartm
ent of S

tate, U
n

ited
 S

ta
tes a

n
d

 O
th

er 
In

tern
ation

al A
greem

en
ts, V

olum
e 4 in T

w
o P

arts, P
art 

2, 1953, W
ashington D

C
: U

nited S
tates P

rinting O
ffi

ce, 
1955; S

upplem
entary A

greem
ent to the N

A
T

O
 S

tatus of 
F

orces A
greem

ent w
ith respect to F

orces stationed in 
the F

ederal R
epublic of G

erm
any

（T
IA

S
 5351, A

ugust 3, 
1959

） in D
epartm

ent of S
tate, U

n
ited

 S
tates an

d
 O

th
er 

In
tern

a
tion

a
l A

greem
en

ts, V
olum

e 14 in T
w

o P
arts, 

P
art 1, 1963, W

ashington D
C

: U
nited S

tates P
rinting 

O
ffi

ce, 1964.

（
2
） 

ド
イ
ツ
補
足
協
定
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
。
松

浦
一
夫
「
第
二
章
　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
外
国
軍
隊
の
駐
留
に
関
す

る
法
制
─
一
九
九
三
年
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
・
補
足
協
定
改
定

と
そ
の
適
用
の
国
内
法
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
─
」
本
間
浩
・

他
『
各
国
間
地
位
協
定
の
適
用
に
関
す
る
比
較
論
考
察
』
内
外
出

国
の
専
属
的
裁
判
権
か
ら
脱
す
る
こ
と
、
主
権
を
回
復
す
る
こ
と

が
外
交
上
の
お
お
き
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
家

の
威
信
を
回
復
し
、
他
国
と
の
平
等
な
地
位
を
確
保
し
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。

日
本
の
場
合
、
も
と
も
と
の
行
政
協
定
第
一
七
条
で
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
が
発
効
し
た
暁
に
は
、
同
協
定
並
み
に
改

正
さ
れ
る
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
日
本
は
恵

ま
れ
た
地
点
か
ら
同
条
の
改
正
交
渉
を
開
始
で
き
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
側
は
、
特
に
重
要
な
事
件
を
除
き
、
裁
判
権

を
放
棄
す
る
よ
う
日
本
側
に
迫
っ
た
。
日
本
側
に
と
っ
て
は
、
表

向
き
、
行
政
協
定
第
一
七
条
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
並
み
に
な

る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
裏
で
は
ア
メ
リ
カ
側
の

要
請
に
応
じ
、
刑
事
裁
判
権
密
約
を
締
結
し
た
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
の
場
合
、
連
邦
制
で
あ
る
が
故
に
、
各
州
の
持
つ
裁
判

権
を
な
い
が
し
ろ
に
で
き
な
か
っ
た
点
は
あ
る
に
し
て
も
、
裁
判

権
を
最
終
的
に
行
使
で
き
る
方
法
を
真
剣
に
模
索
し
た
。
日
本
政

府
は
国
会
で
の
追
及
を
お
そ
れ
、
密
約
の
方
式
に
安
易
に
手
を
染

め
た
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
は
全
面
的
な
裁
判
権
放
棄
方
式
を
受
け

入
れ
た
に
せ
よ
、
裁
判
権
を
取
り
戻
せ
る
こ
と
を
議
会
で
き
ち
ん

と
説
明
す
る
途
を
選
ん
だ
。
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
の
姿
勢
に
日
本
も

（
九
三
八
）



ド
イ
ツ
駐
留
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
補
足
協
定
と
刑
事
裁
判
権
（
信
夫
）

一
八
五

稿
で
用
い
る
ア
メ
リ
カ
の
公
文
書
は
、
す
べ
て
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州

カ
レ
ッ
ジ
パ
ー
ク
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
の
所
蔵
な
の

で
、
以
下
、
そ
の
点
の
記
載
は
省
略
す
る
。

（
4
） 

“S
tatem

ent for M
r. M

urphy to use in discussions 
w

ith S
enate F

oreign R
elations C

om
m

ittee on G
erm

an 
S

tatus of F
orces A

greem
ents, M

ay 13, 1959, ” R
G

59

［E
ntry 

A
1 3070

］R
ecords R

elating to G
erm

any, 1950-1960, B
ox 

2, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, M
D

. 

（
5
） F

leck, “T
he D

evelopm
ent of the L

aw
 of S

tationing 
F

orces in G
erm

any, ” p. 352.

（
6
） M

oores, “C
onference: C

rim
inal Jurisdiction U

nder 
S

upplem
ental A

rrangem
ents to N

A
T

O
 S

O
F

A
, ” p. 1.

（
7
） 

「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
お
け
る
占
領
制
度
の
終
了
に
関
す
る

議
定
書
」
は
、（
財
）
鹿
島
平
和
研
究
所
『
現
代
国
際
政
治
の
基
本

文
書
』
原
書
房
、
一
九
八
七
年
、
五
二
九
─
五
五
五
頁
を
参
照
。

（
8
） 

同
上
、
五
四
九
頁
。

（
9
） T

he D
epartm

ent of S
tate, U

n
ited

 S
tates T

reaties 
an

d
 O

th
er In

tern
ation

al A
greem

en
ts, V

olum
e 6 in F

ive 
P

arts, P
art 4, 1955, W

ashington D
C

: U
.S

. G
overnm

ent 
P

rinting O
ffi

ce, 1956, p. 4288.

（
10
） 

こ
の
検
討
に
あ
た
っ
て
、M

oores, “C
onference: C

rim
inal 

Jurisdiction U
nder S

upplem
ental A

rrangem
ents to N

A
T

O
 

S
O

F
A

, ” pp. 3-9

を
参
照
し
て
い
る
。M

oores

は
、
ボ
ン
会
議
に

ア
メ
リ
カ
側
代
表
団
の
一
員
と
し
て
参
加
し
た
。
右
は
、
刑
事
裁

版
、
二
〇
〇
三
年
。
本
間
浩
「
駐
留
受
入
国
内
に
お
い
て
犯
罪
を

行
な
っ
た
米
軍
関
係
者
に
対
す
る
刑
事
裁
判
権
お
よ
び
刑
事
手
続

に
関
す
る
比
較
論
的
考
察
─
日
本
国
の
場
合
と
ド
イ
ツ
お
よ
び
韓

国
の
場
合
─
」『
比
較
法
文
化
』（
駿
河
台
大
学
比
較
法
研
究
所
紀

要
）、
第
一
一
号
、
二
〇
〇
三
年
（
二
〇
〇
二
年
度
）、
一
一
三
─

一
三
三
頁
。
本
間
浩
「
ド
イ
ツ
駐
留
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
補
足
協
定

に
関
す
る
若
干
の
考
察
─
在
日
米
軍
地
位
協
定
を
め
ぐ
る
諸
問
題

を
考
え
る
た
め
の
手
が
か
り
と
し
て
─
」『
外
国
の
立
法
』
第

二
二
一
号
、
二
〇
〇
四
年
八
月
、
一
─
二
〇
頁
。S

erge L
azareff, 

S
tatu

s of M
ilitary F

orces u
n

d
er C

u
rren

t In
tern

ation
al 

L
aw

, L
eyden: A

. W
. S

ijthoff, 1971. D
ieter F

leck, “T
he 

D
evelopm

ent of the L
aw

 of S
tationing F

orces in 
G

erm
any: F

ive D
ecades of M

ultilateral C
ooperation ” in 

D
ieter F

leck

（ed.

）, T
h

e H
a

n
d

b
ook

 of th
e L

a
w

 of 
V

isitin
g F

orces, O
xford: O

xford U
niversity P

ress, 2001, 
pp. 349-364. 

（
3
） 

ボ
ン
会
議
の
概
要
に
つ
い
て
は
、R

oland M
oores, 

“C
onference: C

rim
inal Jurisdiction U

nder S
upplem

ental 
A

rrangem
ents to N

A
T

O
 S

O
F

A
, Judge A

dvocate D
ivision, 

H
eadquarters, U

S
A

R
E

U
R

, H
eidelberg, G

erm
any, 15 July, 

1957 ”

（C
onfidential

）, R
G

59

［E
ntry A

1 5212

］R
ecords 

R
elating to the N

egotiation of the S
tatus of F

orces 
A

greem
ent w

ith G
erm

any, 1954-1959, B
ox 3, p. 1, 

N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, M
D

を
参
照
し
た
。
本

（
九
三
九
）
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1959, B
ox 3.

（
16
） 

“C
rim

inal Jurisdiction: S
tatem

ent m
ade by the U

S
 

D
elegate at the M

eeting of the S
teering C

om
m

ittee on 23 
N

ovem
ber 1955, S

C
/W

D
/36, S

tatus of F
orces 

C
onference, B

onn, ” R
G

84

［E
ntry U

D
 2525D

］G
erm

any, 
B

onn E
m

bassy, P
olitical

（S
tatus of F

orces

） S
ubject 

F
iles, 1952-1959, B

ox 3.

（
17
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m

bassy in G
erm

any to the 
D

epartm
ent of S

tate, N
o. 3343, M

arch 17, 1956 ”

（C
onfidential

）, R
G

59

［E
ntry A

1 5212

］R
ecords R

elating 
to the N

egotiation of the S
tatus of F

orces A
greem

ent 
w

ith G
erm

any, 1954-1959, B
ox 3.

（
18
） Ibid.

（
19
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m

bassy in G
erm

any to the 
D

epartm
ent of S

tate, N
o. 1480, N

ovem
ber 5, 1955 ”

（C
onfidential

）, R
G

59

［E
ntry A

1 5212

］R
ecords R

elating 
to the N

egotiation of the S
tatus of F

orces A
greem

ent 
w

ith G
erm

any, 1954-1959, B
ox 3; “T

elegram
 F

rom
 the 

E
m

bassy in G
erm

any to the D
epartm

ent of S
tate, N

o. 
1556, N

ovem
ber 11, 1955 ”

（C
onfidential

）, R
G

341

［E
ntry 

P
 26

］O
ffice of the Judge A

dvocate G
eneral, S

ubject 
F

iles, 1/11/52 – 11/30/1980, B
ox 1.

（
20
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m

bassy in G
erm

any to the 
D

epartm
ent of S

tate, N
o. 1141, O

ctober 11, 1955 ”

判
権
条
項
が
ほ
ぼ
ま
と
ま
っ
た
時
点
で
、
軍
事
法
務
官
主
催
の
会

議
で
講
演
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
11
） 
一
九
九
三
年
の
ド
イ
ツ
補
足
協
定
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
本

間
「
ド
イ
ツ
駐
留
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
補
足
協
定
に
関
す
る
若
干
の

考
察
」
が
詳
し
い
。
ま
た
、
改
正
さ
れ
た
同
協
定
の
翻
訳
は
、
本

間
浩
（
訳
）、「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
駐
留
す
る
外
国
軍
隊
に
関

し
て
北
大
西
洋
条
約
当
事
国
間
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
を

補
足
す
る
協
定
」『
外
国
の
立
法
』
第
二
二
一
号
、
二
〇
〇
四
年
八

月
、
二
一
─
六
六
頁
を
参
照
。

（
12
） 

“N
etherlands, N

orth A
tlantic T

reaty, S
tationing of 

U
nited S

tates A
rm

ed F
orces in N

etherlands, S
igned at 

the H
ague, A

ugust 13, 1954, E
ntered into F

orce 
N

ovem
ber 16, 1954, ” D

epartm
ent of S

tate, U
n

ited
 S

tates 
T

reaties an
d

 O
th

er In
tern

ation
al A

greem
en

ts, V
olum

e 6 
in F

ive P
arts, P

art 1, 1955, W
ashington D

C
: U

nited 
S

tates G
overnm

ent P
rinting O

ffi
ce, 1956, p. 106.

（
13
） 

詳
し
く
は
、
信
夫
隆
司
『
米
軍
基
地
権
と
日
米
密
約
─
奄

美
・
小
笠
原
・
沖
縄
返
還
を
通
し
て
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
九
年
、

第
一
章 

刑
事
裁
判
権
密
約
を
参
照
。

（
14
） 

同
上
、
第
三
章 

ジ
ラ
ー
ド
事
件
を
参
照
。

（
15
） 

“M
em

orandum
 F

or: M
r. R

einstin F
rom

 John B
. 

H
enderson, F

ebruary 1, 1955 ”

（C
onfidential

）, R
G

59

［E
ntry A

1 5212

］R
ecords R

elating to the N
egotiation of 

the S
tatus of F

orces A
greem

ent w
ith G

erm
any, 1954-

（
九
四
〇
）



ド
イ
ツ
駐
留
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
補
足
協
定
と
刑
事
裁
判
権
（
信
夫
）

一
八
七

（
25
） 
“T

elegram
 F

rom
 the E

m
bassy in G

erm
any to the 

D
epartm

ent of S
tate, N

o. 1556, N
ovem

ber 11, 1955 ”

（C
onfidential

）, R
G

341

［E
ntry P

 26

］O
ffi

ce of the Judge 
A

dvocate G
eneral, S

ubject F
iles, 1/11/52 – 11/30/1980, 

B
ox 1.

（
26
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m

bassy in G
erm

any to the 
D

epartm
ent of S

tate, N
o. 1707, N

ovem
ber 24, 1955 ”

（C
onfidential

）, R
G

341

［E
ntry P

 26

］O
ffi

ce of the Judge 
A

dvocate G
eneral, S

ubject F
iles, 1/11/52 – 11/30/1980, 

B
ox 1.

（
27
） 

“C
rim

inal Jurisdiction: S
tatem

ent m
ade by the 

G
erm

an D
elegate at the M

eeting of the S
teering 

C
om

m
ittee on 19 D

ec. 1955, S
C

/W
D

/62, S
tatus of 

F
orces C

onference, B
onn, ” R

G
84

［E
ntry U

D
 2525D

］

G
erm

any, B
onn E

m
bassy, P

olitical

（S
tatus of F

orces

） 
S

ubject F
iles, 1952-1959, B

ox 3.

（
28
） Ibid.

（
29
） Ibid.

（
30
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m

bassy in G
erm

any to the 
D

epartm
ent of S

tate, N
o. 3431, M

arch 23, 1956 ”

（C
onfidential

）, R
G

59

［E
ntry A

1 5212

］R
ecords R

elating 
to the N

egotiation of the S
tatus of F

orces A
greem

ent 
w

ith G
erm

any, 1954-1959, B
ox 3.

（
31
） 

“C
rim

inal Jurisdiction – G
erm

an C
ounter-P

roposal 

（C
onfidential

）, R
G

59

［E
ntry A

1 5212

］R
ecords R

elating 
to the N

egotiation of the S
tatus of F

orces A
greem

ent 
w

ith G
erm

any, 1954-1959, B
ox 21.

（
21
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m

bassy in G
erm

any to the 
D

epartm
ent of S

tate, N
o. 1487, N

ovem
ber 7, 1955 ”

（C
onfidential

）, R
G

341

［E
ntry P

 26

］O
ffi

ce of the Judge 
A

dvocate G
eneral, S

ubject F
iles, 1/11/52 – 11/30/1980, 

B
ox 1.

（
22
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m

bassy in G
erm

any to the 
D

epartm
ent of S

tate, N
o. 3343, M

arch 17, 1956 ”

（C
onfidential

）, R
G

59

［E
ntry A

1 5212

］R
ecords R

elating 
to the N

egotiation of the S
tatus of F

orces A
greem

ent 
w

ith G
erm

any, 1954-1959, B
ox 3.

（
23
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m

bassy in G
erm

any to the 
D

epartm
ent of S

tate, N
o. 3558, M

arch 29, 1956 ”

（C
onfidential

）, R
G

59

［E
ntry A

1 5212

］R
ecords R

elating 
to the N

egotiation of the S
tatus of F

orces A
greem

ent 
w

ith G
erm

any, 1954-1959, B
ox 19.

（
24
） 

“M
em

orandum
 F

rom
 G

E
R

 – Jacques J. R
einstein to 

G
 – M

r. M
urphy, S

ubject: C
rim

inal Jurisdiction; G
erm

an 
S

O
F

 N
egotiations, M

arch 22, 1956 ”

（C
onfidential

）, R
G

59

［E
ntry A

1 5212

］R
ecords R

elating to the N
egotiation of 

the S
tatus of F

orces A
greem

ent w
ith G

erm
any, 1954-

1959, B
ox 3.

（
九
四
一
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
三
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
八
八

（
36
） 
“C

rim
inal Jurisdiction 

（P
roposal put forw

ard by the 
B

ritish D
elegation

）, S
C

/W
D

/117, M
arch 29, 1956, 

C
onference of C

rim
inal Jurisdiction, B

onn, ” R
G

84

［E
ntry 

U
D

 2525D

］G
erm

any, B
onn E

m
bassy, P

olitical

（S
tatus 

of F
orces

） Subject F
iles, 1952-1959, B

ox 8.

（
37
） 

“C
rim

inal Jurisdiction

（S
C

/W
D

/117

） and O
fficial 

D
uty

（S
C

/W
D

/118

）（S
um

m
ary of S

tatem
ents m

ade at 
the M

eeting of the S
teering C

om
m

ittee on 28 M
arch 1956

（S
C

/S
R

/23, II+III

）, S
C

/W
D

/119, A
pril 5, 1956, 

C
onference of C

rim
inal Jurisdiction, B

onn, ” R
G

84

［E
ntry 

U
D

 2525D

］G
erm

any, B
onn E

m
bassy, P

olitical

（S
tatus 

of F
orces

） Subject F
iles, 1952-1959, B

ox 8.

（
38
） Ibid.

（
39
） Ibid.

（
40
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m

bassy in G
erm

any to the 
D

epartm
ent of S

tate, N
o. 4103, M

ay 5, 1956
”

（C
onfidential

）, R
G

341

［E
ntry P

 26

］O
ffi

ce of the Judge 
A

dvocate G
eneral, S

ubject F
iles, 1/11/52 – 11/30/1980, 

B
ox 1.

（
41
） 

“T
elegram

 F
rom

 the D
epartm

ent of S
tate to the 

E
m

bassy in G
erm

any, N
o. 2702, M

arch 22, 1956 ”

（C
onfidential

）, R
G

59

［E
ntry A

1 5212

］R
ecords R

elating 
to the N

egotiation of the S
tatus of F

orces A
greem

ent 
w

ith G
erm

any, 1954-1959, B
ox 3.

（R
ef.: S

C
/W

D
/37

）, S
C

/W
D

/103, M
arch 22, 1956, 

C
onference of C

rim
inal Jurisdiction, B

onn, ” R
G

84

［E
ntry 

U
D

 2525D

］G
erm

any, B
onn E

m
bassy, P

olitical

（S
tatus 

of F
orces

） Subject F
iles, 1952-1959, B

ox 8.

（
32
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m

bassy in G
erm

any to the 
D

epartm
ent of S

tate, N
o. 3262, M

arch 14, 1956 ”

（C
onfidential

）, R
G

341

［E
ntry P

 26

］O
ffi

ce of the Judge 
A

dvocate G
eneral, S

ubject F
iles, 1/11/52 – 11/30/1980, 

B
ox 1.

（
33
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m

bassy in G
erm

any to the 
D

epartm
ent of S

tate, N
o. 3431, M

arch 23, 1956 ”

（C
onfidential

）, R
G

59

［E
ntry A

1 5212

］R
ecords R

elating 
to the N

egotiation of the S
tatus of F

orces A
greem

ent 
w

ith G
erm

any, 1954-1959, B
ox 3.

（
34
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m

bassy in G
erm

any to the 
D

epartm
ent of S

tate, N
o. 3483, M

arch 26, 1956 ”

（C
onfidential

）, R
G

341

［E
ntry P

 26

］O
ffi

ce of the Judge 
A

dvocate G
eneral, S

ubject F
iles, 1/11/52 – 11/30/1980, 

B
ox 1.

（
35
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m

bassy in G
erm

any to the 
D

epartm
ent of S

tate, N
o. 3558, M

arch 29, 1956 ”

（C
onfidential

）, R
G

59

［E
ntry A

1 5212

］R
ecords R

elating 
to the N

egotiation of the S
tatus of F

orces A
greem

ent 
w

ith G
erm

any, 1954-1959, B
ox 19.

（
九
四
二
）



ド
イ
ツ
駐
留
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
補
足
協
定
と
刑
事
裁
判
権
（
信
夫
）

一
八
九

（
46
） 

国
立
国
会
図
書
館
調
査
立
法
考
査
局
『
西
ド
イ
ツ
に
駐
留
す

る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
の
地
位
に
関
す
る
諸
協
定
』、
三
一
─
三
二
頁
。

（
47
） 

“T
elegram

 F
rom

 the D
epartm

ent of S
tate to the 

E
m

bassy in G
erm

any, N
o. 137, July 16, 1956

”

（C
onfidential

）, R
G

84

［E
ntry U

D
 2525D

］G
erm

any, B
onn 

E
m

bassy, P
olitical

（S
tatus of F

orces

） S
ubject F

iles, 
1952-1959, B

ox 8.

（
48
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m

bassy in G
erm

any to the 
D

epartm
ent of S

tate, N
o. 1823, N

ovem
ber 10, 1956 ”

（C
onfidential

）, R
G

59

［E
ntry A

1 5212

］R
ecords R

elating 
to the N

egotiation of the S
tatus of F

orces A
greem

ent 
w

ith G
erm

any, 1954-1959, B
ox 3.

（
49
） Ibid.

（
50
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m

bassy in G
erm

any to the 
D

epartm
ent of S

tate, N
o. 1866, N

ovem
ber 15, 1956 ”

（C
onfidential

）, R
G

59

［E
ntry A

1 5212

］R
ecords R

elating 
to the N

egotiation of the S
tatus of F

orces A
greem

ent 
w

ith G
erm

any, 1954-1959, B
ox 3.

（
51
） 

“T
elegram

 from
 the E

m
bassy in G

erm
any to the 

D
epartm

ent of S
tate, N

o. 1929, N
ovem

ber 20, 1956 ”

（C
onfidential

）, R
G

59

［E
ntry A

1 5212

］R
ecords R

elating 
to the N

egotiation of the S
tatus of F

orces A
greem

ent 
w

ith G
erm

any, 1954-1959, B
ox 3.

（
52
） 

“C
rim

inal Jurisdiction: P
roposal subm

itted by the 

（
42
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m

bassy in G
erm

any to the 
D

epartm
ent of S

tate, N
o. 4409, M

ay 26, 1956 ”
（C

onfidential

）, R
G

59

［E
ntry A

1 5212

］R
ecords R

elating 
to the N

egotiation of the S
tatus of F

orces A
greem

ent 
w

ith G
erm

any, 1954-1959, B
ox 19.

（
43
） Ibid.

（
44
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m

bassy in G
erm

any to the 
D

epartm
ent of S

tate, N
o. 4630, June 8, 1956 ”

（C
onfidential

）, R
G

341
［E

ntry P
 26

］O
ffi

ce of the Judge 
A

dvocate G
eneral, S

ubject F
iles, 1/11/52 – 11/30/1980, 

B
ox 1; “T

elegram
 F

rom
 the E

m
bassy in G

erm
any to the 

D
epartm

ent of S
tate, N

o. 4793, June 18, 1956 ”

（C
onfidential

）, R
G

341

［E
ntry P

 26
］O

ffi
ce of the Judge 

A
dvocate G

eneral, S
ubject F

iles, 1/11/52 – 11/30/1980, 
B

ox 2.

（
45
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m

bassy in G
erm

any to the 
D

epartm
ent of S

tate, N
o. 119, July 11, 1956

”

（C
onfidential

）, R
G

341

［E
ntry P

 26

］O
ffi

ce of the Judge 
A

dvocate G
eneral, S

ubject F
iles, 1/11/52 – 11/30/1980, 

B
ox 1; “T

elegram
 F

rom
 the E

m
bassy in G

erm
any to the 

D
epartm

ent of S
tate, N

o. 120, July 11, 1956
”

（C
onfidential

）, R
G

341

［E
ntry P

 26

］O
ffi

ce of the Judge 
A

dvocate G
eneral, S

ubject F
iles, 1/11/52 – 11/30/1980, 

B
ox 1.

（
九
四
三
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
三
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
九
〇

to the N
egotiation of the S

tatus of F
orces A

greem
ent 

w
ith G

erm
any, 1954-1959, B

ox 3.

（
58
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m

bassy in G
erm

any to the 
D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2005, N

ovem
ber 26, 1956 ”

（C
onfidential

）, R
G

59

［E
ntry A

1 5212

］R
ecords R

elating 
to the N

egotiation of the S
tatus of F

orces A
greem

ent 
w

ith G
erm

any, 1954-1959, B
ox 20.

（
59
） 

“L
etter F

rom
 R

oland F
. M

oores

（L
egal O

ffi
cer

） to 
R

aym
ond E

. L
isle

（D
eputy D

irector, O
ffice of G

erm
an 

A
ffairs

）, D
ecem

ber 14, 1956 ”

（C
onfidential

）, R
G

59

［E
ntry 

A
1 5212

］R
ecords R

elating to the N
egotiation of the 

S
tatus of F

orces A
greem

ent w
ith G

erm
any, 1954-1959, 

B
ox 3.

（
60
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m

bassy in G
erm

any to the 
D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2443, D

ecem
ber 21, 1956 ”

（C
onfidential

）, R
G

59

［E
ntry A

1 5212

］R
ecords R

elating 
to the N

egotiation of the S
tatus of F

orces A
greem

ent 
w

ith G
erm

any, 1954-1959, B
ox 3.

（
61
） 

“M
em

orandum

（D
raft

） F
rom

 G
er – E

lbrick to G
 – 

M
r. M

urphy, S
ubject: C

rim
inal Jurisdiction; G

erm
an S

O
F

 
N

egotiations, January 8, 1957 ”

（C
onfidential

）, R
G

59

［E
ntry A

1 5212

］R
ecords R

elating to the N
egotiation of 

the S
tatus of F

orces A
greem

ent w
ith G

erm
any, 1954-

1959, B
ox 3.

G
erm

an D
elegation on the basis of the principles set 

forth in A
nnex A

 to S
C

/S
R

/45, S
C

/W
D

/202, N
ovem

ber 
23, 1956, C

onference of C
rim

inal Jurisdiction, B
onn, ” 

R
G

84
［E

ntry U
D

 2525D

］G
erm

any, B
onn E

m
bassy, 

P
olitical

（S
tatus of F

orces

） S
ubject F

iles, 1952-1959, 
B

ox 8.

（
53
） 

国
立
国
会
図
書
館
調
査
立
法
考
査
局
『
西
ド
イ
ツ
に
駐
留
す

る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
の
地
位
に
関
す
る
諸
協
定
』、
七
七
─
七
八
頁
。

（
54
） 

“C
rim

inal Jurisdiction – E
xplanations given by the 

G
erm

an D
elegation on the U

nilateral D
eclaration of the 

F
ederal G

overnm
ent: re paragraph 3 of S

C
/W

D
/217, 

S
C

/W
D

/224, January 18, 1957, ” R
G

84

［E
ntry U

D
 

2525D

］G
erm

any, B
onn E

m
bassy, P

olitical

（S
tatus of 

F
orces

） Subject F
iles, 1952-1959, B

ox 8.

（
55
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m

bassy in G
erm

any to the 
D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2006, N

ovem
ber 26, 1956 ”

（C
onfidential

）, R
G

59

［E
ntry A

1 5212

］R
ecords R

elating 
to the N

egotiation of the S
tatus of F

orces A
greem

ent 
w

ith G
erm

any, 1954-1959, B
ox 20.

（
56
） 

国
立
国
会
図
書
館
調
査
立
法
考
査
局
『
西
ド
イ
ツ
に
駐
留
す

る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
の
地
位
に
関
す
る
諸
協
定
』、
七
七
頁
。

（
57
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m

bassy in G
erm

any to the 
D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2327, D

ecem
ber 15, 1956 ”

（C
onfidential

）, R
G

59

［E
ntry A

1 5212

］R
ecords R

elating 

（
九
四
四
）



ド
イ
ツ
駐
留
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
補
足
協
定
と
刑
事
裁
判
権
（
信
夫
）

一
九
一

w
ith G
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